
戦
後
沖
縄
の
境
界
・
領
域
と
政
治
行
動

…
一
領
土
の
分
離
・
統
合
と
闘
争
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
一

山

暗

孝

史

戦後沖縄の境界・領域と政治行動（山崎）

門
要
旨
】
　
本
稿
は
、
戦
後
の
沖
縄
を
日
本
国
民
国
家
と
の
領
域
的
関
係
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
境
界
や
領
域
の
画
定
が
集
合
的
な
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
構
築
と
政
治
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
考
察
す
る
。
特
に
、
米
軍
駐
留
に
反
対
す
る
政
治
集
会
の
デ
ー
タ
と
フ
レ
ー
ム
分
析
の

手
法
を
用
い
、
運
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
抵
抗
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
構
築
さ
れ
る
過
程
で
、
領
域
の
概
念
が
ど
の
よ
う
に
言
説
的
に
採
用
・
破
棄
さ

れ
た
か
を
分
析
す
る
。
集
会
主
催
者
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
い
っ
た
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
的
表
象
は
、
沖
縄
と
日

本
・
米
国
と
の
政
治
・
領
域
的
関
係
の
変
化
に
応
じ
て
、
多
様
な
様
式
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
領
域
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
表
象
の
様
式

は
、
大
衆
を
動
員
し
よ
う
と
す
る
集
会
主
催
者
の
運
動
戦
術
と
関
わ
っ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
境
界
・
領
域
変
更
と
理
念
諭
で
の
運
動
戦
術
と
の
問
の
動

態
的
な
相
互
作
用
に
関
す
る
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
局
面
が
提
示
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
〇
巻
一
号
　
二
〇
〇
七
年
一
月

地
理
学
に
お
け
る
境
界
・
領
域
研
究

　
史
学
研
究
会
例
会
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
「
国
境
」
を
ど
う
定
義
す
る
か
は
、
こ
の
用
語
に
お
け
る
「
国
」
を
ど
う
と
ら
え
る
か
に
左
右
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
　
　
さ
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
っ
き
ょ
う

る
で
あ
ろ
う
。
古
代
日
本
の
各
国
の
境
、
近
世
幕
藩
体
制
下
の
日
本
の
辺
境
、
あ
る
い
は
帝
国
と
し
て
拡
張
し
て
い
っ
た
近
代
日
本
の
国
境
、

い
ず
れ
の
「
国
」
を
議
論
す
る
か
に
よ
っ
て
「
国
境
」
の
意
味
は
大
き
く
異
な
る
。
本
稿
で
は
戦
後
の
沖
縄
を
め
ぐ
る
政
治
的
諸
問
題
に
「
境

界
」
あ
る
い
は
「
領
域
」
と
い
う
視
点
か
ら
接
近
す
る
た
め
に
、
近
代
国
民
国
家
の
境
界
と
し
て
「
国
境
」
を
と
ら
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
近
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豊
国
民
業
家
と
は
概
念
的
に
は
政
体
（
主
権
）
、
構
成
員
、
そ
し
て
領
土
か
ら
な
る
政
治
的
共
同
体
と
し
て
の
国
家
と
、
社
会
・
文
化
的
背
景

を
共
有
す
る
国
民
（
民
族
）
が
一
致
す
る
国
家
形
態
を
意
味
す
る
。
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
は
西
洋
を
起
源
と
す
る
国
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

理
念
型
で
あ
り
、
国
家
の
形
成
や
維
持
の
政
治
的
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
一
種
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
理

念
が
国
家
の
諸
制
度
・
機
構
を
通
し
て
具
象
化
な
い
し
構
造
化
さ
れ
る
場
合
、
解
放
に
せ
よ
抑
圧
に
せ
よ
、
非
常
に
大
き
な
政
治
的
効
力
を
発

揮
す
る
こ
と
は
、
西
洋
に
限
ら
な
い
世
界
の
多
く
の
歴
史
的
事
例
が
証
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
「
国
境
」
を
近
代
国
民
国
家

（
間
）
の
制
度
的
顕
現
、
つ
ま
り
国
民
国
家
の
理
念
が
空
間
的
・
地
理
的
に
投
影
さ
れ
た
も
の
と
し
て
あ
つ
か
う
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
特
に
欧
米
の
）
地
理
学
で
は
、
国
民
国
家
の
境
界
と
し
て
の
国
境
に
対
す
る
関
心
は
従
来
か
ら
高
か
っ
た
が
、
冷
戦
の
終
焉
と
経
済
的
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
る
世
界
政
治
経
済
秩
序
の
再
編
と
近
代
国
民
国
家
の
理
念
や
機
能
の
再
考
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
国
境
は
新
た
な

課
題
に
満
ち
た
テ
ー
マ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
今
日
の
多
様
な
国
境
研
究
を
あ
え
て
概
括
す
る
な
ら
ば
、
国
境
の
形
態
や
発
生

よ
り
も
そ
の
機
能
や
効
果
に
対
す
る
関
心
や
、
境
界
そ
の
も
の
よ
り
も
そ
れ
と
関
わ
る
人
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
構
築
へ
の
注
目
が
高
ま
つ

　
　
②

て
い
る
。

　
地
理
的
に
画
定
・
確
認
さ
れ
る
境
界
は
、
異
な
っ
た
社
会
集
団
を
分
離
し
た
り
、
接
触
さ
せ
た
り
す
る
目
的
や
機
能
を
有
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
境
界
に
沿
っ
て
明
ら
か
な
建
造
物
の
様
式
の
変
化
が
見
ら
れ
た
り
、
異
な
っ
た
集
団
間
の
相
互
作
用
（
例
え
ば
交
易
）
の
拠
点
が
設
け
ら

れ
た
り
と
い
っ
た
、
境
界
固
有
の
文
化
景
観
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
境
界
が
国
民
国
家
間
の
そ
れ
で
あ
る
場
合
、
主
権
の
お
よ
ぶ
領
土

の
境
界
と
し
て
い
っ
そ
う
特
徴
的
な
文
化
（
政
治
）
景
観
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
国
境
景
観
に
関
す
る
地
理
学
的
研
究
は
、
景
観
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

政
治
・
社
会
過
程
が
可
視
化
し
た
部
分
に
着
目
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
境
界
形
成
の
過
程
よ
り
も
そ
の
結
果
（
地
理
的
顕
現
）
に
注
目
す
る
、
あ
る
い
は
結
果
と
し
て

の
景
観
か
ら
過
程
を
読
み
解
く
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
境
界
や
そ
の
形
成
と
相
互
作
用
す
る
行
為
主
体
（
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
へ
の
着
目
に
や
や

欠
け
る
。
行
為
・
事
体
に
着
目
し
な
が
ら
、
境
界
の
機
能
や
形
成
の
過
程
を
理
解
す
る
に
は
、
境
界
景
観
研
究
と
は
異
な
っ
た
視
角
が
必
要
と
な
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戦後沖縄の境界・領域と政治行動（山瞬）

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
境
界
（
帯
）
と
い
う
線
な
い
し
そ
の
周
辺
地
域
に
視
角
を
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
国
境
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
る
領
土
、

そ
し
て
そ
の
内
部
に
包
摂
さ
れ
、
外
部
に
排
除
さ
れ
る
社
会
集
団
の
性
質
や
動
向
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
人
間
に
よ
る
境
界
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

利
用
し
た
領
域
形
成
、
す
な
わ
ち
「
人
間
の
領
域
性
」
の
問
題
と
関
わ
る
。
境
界
は
領
域
の
画
定
や
維
持
と
不
可
分
の
要
素
で
あ
り
、
領
域
の

画
定
と
は
境
界
の
内
外
に
存
在
す
る
社
会
集
団
間
の
相
互
作
用
を
空
間
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
一
つ
の
有
効
な
手
段
な
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
近
代
国
民
国
家
の
境
界
を
考
え
る
上
で
、
国
家
の
排
他
的
権
利
と
し
て
の
主
権
が
及
び
、
そ
の
も
と
で
国
民
（
民
族
）
が
編
成
さ

れ
る
「
領
土
」
を
理
解
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
と
な
る
。
国
境
を
領
土
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
境
や
領
土
が
ど

の
よ
う
な
社
会
集
団
（
行
為
主
体
）
を
形
成
す
る
か
と
い
う
問
題
に
も
接
近
で
き
る
。
ま
た
、
国
境
や
領
土
の
画
定
に
よ
る
社
会
集
団
の
差
異

化
と
同
一
化
の
過
程
を
通
し
て
国
民
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
補
強
さ
れ
、
戦
争
や
外
交
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
関
係
を
支
え
る
政
治
的
動

員
の
基
礎
と
な
る
。
そ
れ
故
に
、
国
境
や
領
土
の
変
化
は
そ
の
時
代
と
場
所
に
お
け
る
国
際
政
治
経
済
の
構
造
変
化
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、

そ
う
し
た
変
化
を
被
る
人
間
や
組
織
に
よ
る
特
定
の
政
治
行
動
を
惹
起
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
稿
は
人
間
の
領
域
性

の
一
つ
の
様
式
、
す
な
わ
ち
国
民
国
家
の
境
界
・
領
域
画
定
の
事
例
を
通
し
て
、
こ
の
種
の
領
域
化
が
社
会
集
団
の
集
合
心
理
（
属
人
・
属
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
の
構
築
や
そ
の
政
治
化
と
ど
う
関
わ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
本
稿
で
い
う
門
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
は
「
階
級
・
集
団
・
組
織
な
ど
が
自
ら
の

　
立
場
を
擁
護
し
て
形
成
す
る
信
条
・
観
念
の
体
系
」
を
意
味
す
る
（
内
藤
満
・
阿

　
部
曲
編
糊
現
代
政
治
学
小
辞
典
匝
有
斐
閣
、
｝
九
七
八
年
、
｝
二
一
一
三
頁
）
。

②
以
下
の
文
献
を
参
照
。
窯
彰
彰
P
O
．
雪
傷
℃
器
玖
》
．
“
男
魯
。
霧
碧
匹

　
溝
お
匪
。
霞
ω
ぎ
些
①
賢
。
ω
7
諺
。
母
ヨ
ぎ
H
嵐
”
げ
。
暮
紆
q
昌
四
舞
牙
Φ
ω
国

　
唱
。
｝
猷
。
巴
α
q
8
σ
q
吋
巷
ξ
■
箏
，
遷
漢
隔
冒
ミ
ミ
§
9
鍵
、
§
ミ
ト
∂
多
角
N
冨
O
o
。
堕
署
．

・
　
一
〇
。
①
山
O
N
累
Φ
≦
ヨ
餌
P
u
．
▼
b
d
o
§
山
幾
①
ω
．
冒
〉
σ
q
尾
’
く
し
5
〕
ζ
蓉
無
熱
囚
．
”
勲
註

　
日
。
効
押
O
‘
臥
9
§
§
§
こ
。
ぎ
N
ミ
ら
ミ
勲
ミ
§
婁
⇔
d
ご
畠
蓄
一
一
”
卜
。
O
O
ρ
署
■

　
蕊
G
。
『
罷
圃
．
閤
器
ぎ
斜
ω
こ
G
σ
o
毎
匹
騨
『
δ
ω
ぎ
馨
Φ
。
。
齢
一
8
．
営
〉
α
Q
昌
Φ
声
｝
こ

　
竃
一
8
訂
芦
囚
こ
四
匿
↓
g
劉
O
ご
》
9
、
愚
§
帖
§
8
ぎ
N
ミ
ら
ミ
勲
ミ
，
愚
婁

　
欝
憤
。
評
≦
巴
る
0
8
も
b
．
G
。
卜
。
O
星
G
。
一
鼻
．

③
境
界
景
観
研
究
を
集
成
し
た
も
の
と
し
て
沁
信
邑
Φ
ど
U
．
き
餌
ζ
げ
σ
q
年
｝
．
＜
‘

　
§
鴨
象
ミ
奪
¢
駄
b
ご
。
、
熱
、
卜
§
寡
§
馬
恥
M
困
。
巨
巴
α
q
P
一
Φ
㊤
一
昌

④
「
自
問
の
領
域
性
」
と
は
、
ω
四
鮮
の
定
義
に
従
え
ば
、
地
理
的
区
域
を
画
定

　
し
、
そ
こ
へ
の
管
理
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
、
諸
現
象
、
諸
関
係
に

　
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
れ
ら
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
鶏
人
ま
た
は
集
団
に
よ
る
試
み

　
を
い
う
。
ω
ゆ
。
ぎ
幻
．
U
．
鱒
ミ
ミ
切
論
、
識
馬
。
識
蹟
勘
電
、
壽
§
偽
ミ
望
§
賊
ミ
亀
ミ
9

　
0
餌
ヨ
σ
「
凱
σ
Q
①
q
該
く
㊦
邑
蔓
℃
H
①
ω
ρ
一
Φ
。
。
①
も
．
一
9
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⑤
よ
り
現
代
的
な
意
味
で
は
、
「
領
域
化
」
と
い
う
現
象
に
は
「
脱
領
域
化
」
と

　
「
再
領
域
化
』
の
様
相
が
含
ま
れ
、
境
界
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
力
学
と
境
界
内

、
に
収
め
よ
う
と
す
る
力
学
と
の
相
互
作
用
が
領
域
化
の
実
相
で
あ
る
（
σ

　
↓
岳
車
馬
一
w
P
　
磐
α
　
い
舞
ρ
　
円
．
”
㌘
Φ
ω
Φ
艮
　
舞
　
静
Φ
　
（
鰯
ω
）
す
け
Φ
σ
q
鑓
瓜
。
『

U
Φ
帯
趣
け
。
「
聾
心
鑓
臣
8
聾
ロ
恥
お
酔
Φ
三
8
ユ
鋸
山
鑓
鳳
。
⇒
冒
誓
Φ
器
芝
≦
o
昏
）
匹
。
鼠
2
》

匹
§
ミ
の
駄
黙
恥
謁
仇
8
甑
§
Q
嵩
駄
態
謹
ミ
§
0
8
α
q
ミ
急
戦
基
。
。
命
ρ
お
O
♪
や
①
μ

μ
。
欝
一
．
）
。
し
か
し
、
本
稿
は
「
復
帰
前
後
の
沖
縄
」
と
い
う
時
代
と
地
域
の
性

質
か
ら
、
領
域
化
を
領
土
の
分
割
や
爾
定
と
い
う
伝
統
的
な
意
味
で
用
い
る
。
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二
　
研
究
対
象
、
方
法
、
資
料

　
本
稿
は
国
境
や
領
土
の
変
遷
が
社
会
集
団
の
集
合
心
理
や
そ
の
政
治
化
と
ど
う
関
わ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず

「
国
境
や
領
土
（
の
変
化
）
は
社
会
集
団
の
集
合
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
そ
れ
に
基
づ
く
政
治
行
動
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
」
と
い

う
問
題
を
検
討
し
、
次
に
「
国
境
や
領
土
と
政
治
行
動
と
の
関
係
性
が
も
た
ら
す
政
治
社
会
的
結
果
や
意
味
を
ど
う
理
解
・
評
価
す
る
の
か
」

と
い
う
課
題
に
答
え
て
い
き
た
い
。

　
そ
こ
で
、
地
理
的
に
画
定
さ
れ
た
居
住
領
域
を
保
持
し
た
文
化
的
同
質
性
の
高
い
集
団
で
、
帰
属
す
る
上
位
の
政
治
組
織
（
端
的
に
は
国

家
）
の
境
界
を
共
有
す
る
よ
う
な
事
例
を
選
定
し
、
そ
う
し
た
集
団
の
政
治
行
動
の
地
理
的
・
歴
史
的
な
展
開
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

国
境
や
領
土
と
集
合
心
理
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
そ
の
政
治
的
表
象
の
諸
様
式
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
「
中
心
」
に
位
置

す
る
社
会
集
団
よ
り
も
、
国
境
や
領
土
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
被
り
や
す
い
地
理
的
に
周
辺
化
さ
れ
た
集
団
に
注
目
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ

う
。　

以
上
の
観
点
か
ら
本
稿
は
沖
縄
（
現
在
の
沖
縄
県
）
を
選
定
し
た
。
そ
し
て
、
沖
縄
が
領
土
的
分
離
と
統
合
を
経
験
し
た
時
期
を
検
討
す
る

必
要
性
か
ら
、
戦
後
米
軍
の
占
領
・
統
治
か
ら
日
本
復
帰
を
含
む
期
間
（
一
九
四
〇
～
八
○
年
代
）
を
対
象
と
し
た
。
さ
ら
に
、
属
人
・
属
地
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
っ
た
集
合
心
理
の
問
題
を
考
察
す
る
上
で
、
政
治
行
動
と
し
て
投
票
行
動
よ
り
も
大
衆
・
社
会
運
動
な
ど
の
集
合
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

為
に
着
目
し
、
地
元
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
政
治
集
会
に
関
す
る
記
事
を
デ
ー
タ
源
と
し
て
用
い
た
。
特
定
の
政
党
や
候
補
者
へ
の
投
票
か
ら
集
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合
心
理
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
政
治
集
会
の
宣
言
や
決
議
文
は
政
治
動
員
に
お
け
る
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
政
治
意
識
の
形
成
に
つ
い
て
の
様
々
な
情
事
的
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
単
に
集
会
主
催
者
に
よ
る
創
作
で
は
な
く
、
動
員
の
対
象
と

な
る
大
衆
が
共
鳴
し
う
る
よ
う
な
レ
ト
リ
ッ
ク
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
は
沖
縄
住
民
個
々
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
や
変
化
を
分
析
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
多
数
の
参
加
者
を
動
員
す
る
政
治
集
会
で
の
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
言
説

的
表
象
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
会
主
催
者
が
ど
の
よ
う
な
沖
縄
と
「
沖
縄
人
」
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
う

し
た
言
説
的
行
為
が
政
治
動
員
の
分
析
に
と
っ
て
意
味
を
持
つ
の
は
、
特
定
の
政
治
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
諸
概
念
の
定
義
と
関
係
性
を
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

系
的
に
論
理
付
け
正
当
化
す
る
こ
と
が
、
大
衆
を
政
治
的
に
動
員
す
る
に
は
不
可
欠
の
過
程
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
稿
で
用
い
る
政
治
集
会
の
宣
言
・
決
議
文
お
よ
び
そ
の
他
の
関
連
文
書
は
、
一
九
四
〇
年
代
末
か
ら
　
九
八
○
年
代
に
か
け
て
『
沖
縄
タ

イ
ム
ス
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
紙
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
縮
刷
版
か
ら
収
集
し
た
政
治
集
会
関
係
文
書
は
二
九
五
時
置
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
、
そ
れ
以
外
に
一
九
五
〇
年
代
の
土
地
闘
争
関
連
記
事
・
文
書
一
七
四
件
を
中
野
好
夫
編
『
戦
後
資
料
沖
縄
』
か
ら
補
っ
た
。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
声
明
文
の
分
析
手
法
と
し
て
フ
レ
ー
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
、
米
軍
統
治
や
米
軍
基
地
に
対
す
る
抵
抗
や
抗
議
の
言
説
的
表
象
か
ら

　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

擬
似
的
圏
境
と
領
土
の
役
割
や
意
味
づ
け
を
読
み
取
る
こ
と
に
す
る
。
ω
ぎ
≦
ら
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
フ
レ
ー
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
集
合

行
為
の
観
念
的
・
言
説
的
な
側
面
を
分
析
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
。
集
合
行
為
を
「
フ
レ
ー
ム
す
る
（
枠
づ
け
る
ご
政
治
的
言
説
は
運
動
の
中

で
構
築
さ
れ
、
変
容
し
、
そ
し
て
拡
張
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
過
程
が
ど
の
よ
う
に
生
じ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
合
行
為
に
お
け

る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
信
念
、
そ
し
て
価
値
な
ど
が
果
た
す
役
割
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
異
な
っ
た
フ
レ
ー
ム
間
の
相
互
作
用
を
分
析
す
る
こ

と
が
で
き
碕
・
本
稿
で
は
米
軍
統
治
や
米
軍
基
地
に
抗
議
す
る
政
治
集
会
で
公
表
さ
れ
た
各
種
声
明
文
を
使
っ
て
・
覇
ご
と
に
そ
れ
ら
声
明

が
ど
の
よ
う
に
沖
縄
住
民
の
闘
争
を
フ
レ
ー
ム
し
、
と
り
わ
け
擬
似
的
国
境
や
領
土
と
の
関
係
か
ら
ど
の
よ
う
に
沖
縄
住
民
を
自
己
同
一
化
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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①
本
稿
で
は
以
下
の
文
献
で
用
い
た
集
合
行
為
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
。
山
崎
孝
史

　
a
　
『
戦
後
沖
縄
に
お
け
る
社
会
運
動
と
投
票
行
動
の
関
係
性
に
関
す
る
政
治
地

　
理
学
的
研
究
』
平
成
一
五
・
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
）

　
（
2
）
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
五
年
。

②
高
木
竜
輔
「
「
住
民
投
票
」
と
い
う
名
の
常
識
へ
1
社
会
運
動
の
フ
レ
ー
ム

　
抗
争
」
、
大
畑
裕
嗣
ほ
か
編
『
社
会
運
動
の
社
会
学
撫
有
斐
閤
、
二
〇
〇
四
年
、

　
一
一
七
1
一
三
二
頁
。

③
中
野
好
夫
編
『
戦
後
資
料
沖
縄
撫
B
本
評
論
社
、
一
九
六
九
年
。

④
沖
縄
の
場
合
、
日
本
と
米
国
統
治
領
域
の
問
の
境
界
は
国
際
法
上
の
国
境
で
は

　
な
く
、
日
本
の
施
政
権
は
な
い
が
主
権
が
潜
在
的
に
及
ぶ
領
域
を
分
離
し
た
擬
似

　
的
国
境
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
実
上
の
国
境
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。

⑤
ω
き
ヌ
∪
》
‘
”
。
。
竃
。
鼠
買
．
》
国
・
し
u
．
闇
節
a
b
d
①
鼠
。
昼
”
b
．
準
竃
Φ

　
跳
α
q
”
手
占
　
　
窟
。
。
Φ
ω
ω
Φ
即
　
日
一
。
δ
目
。
黙
一
N
巴
。
戸
　
　
四
巳
　
　
諺
。
く
Φ
馨
艮

　
9
三
〇
君
巴
§
・
謎
ミ
曳
ミ
嵩
響
き
蔓
ご
』
肉
馬
§
ミ
㎝
一
甲
一
Φ
c
。
①
も
喝
ム
袋
ホ
Q
。
ピ

⑥
例
え
ば
、
累
。
。
霊
戸
幻
．
閤
‘
≦
。
ヨ
魯
お
9
一
湧
樽
チ
Φ
ω
翼
臼
℃
。
簿
8
p
一

　
〇
箸
。
邑
⇒
三
霧
四
乙
8
質
①
。
穿
Φ
四
a
8
器
尾
ω
9
き
織
。
N
馨
冒
N
ぎ
、
§
二
ρ

　
一
り
8
Ψ
署
．
。
。
聖
一
一
一
・
書
写
σ
Q
ω
o
戸
ω
こ
¢
巳
霧
鼠
注
ヨ
α
Q
［
冨
黛
巴
Φ
g
ざ

　
象
ω
8
震
。
。
Φ
四
巳
。
。
瀞
。
口
く
Φ
p
a
。
『
℃
書
一
一
。
島
Φ
び
舞
⑦
鋤
匿
ぽ
ぎ
σ
Q
ぎ

　
》
艮
Φ
げ
Φ
一
ぎ
日
貯
Ω
p
。
ぎ
爵
跡
郎
§
ミ
詩
§
§
獄
ミ
ミ
＆
象
§
§
δ
陣
し
8
μ

　
唱
ワ
一
〇
〇
山
瞳
．
前
掲
高
木
。

⑦
分
析
技
法
と
し
て
は
、
収
集
し
た
声
明
文
を
す
べ
て
蹴
子
化
し
、
テ
キ
ス
ト
分

　
析
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
（
Q
S
R
社
N
U
D
＊
I
S
T
V
e
r
．
5
）

　
を
用
い
て
、
各
文
書
内
で
特
定
の
用
語
（
群
）
が
使
用
さ
れ
る
文
脈
を
検
討
し
た
。
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三
　
終
戦
直
後
の
沖
縄
の
境
界
と
領
域

　
沖
縄
（
沖
縄
、
宮
古
、
八
重
山
三
諸
島
）
は
一
八
七
九
年
ま
で
琉
球
王
国
の
領
土
で
あ
り
、
同
年
の
琉
球
処
分
を
通
し
て
正
式
に
日
本
に
編
入

さ
れ
た
。
そ
の
後
は
日
本
の
沖
縄
県
と
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
を
迎
え
る
が
、
日
本
敗
戦
直
前
に
米
軍
が
上
陸
し
、
激
し
い
地
上
戦
と
な
っ
た

「
沖
縄
戦
」
の
後
、
沖
縄
は
米
軍
に
占
領
さ
れ
た
。
一
九
五
一
年
の
対
日
講
和
条
約
の
締
結
と
共
に
、
沖
縄
に
は
米
国
の
施
政
権
が
施
行
さ
れ
、

一
九
七
二
年
の
日
本
復
帰
ま
で
米
軍
の
統
治
が
継
続
さ
れ
る
。

　
二
七
年
に
も
及
ぶ
米
軍
に
よ
る
沖
縄
統
治
は
、
一
九
四
〇
年
代
末
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
東
西
冷
戦
の
激
化
に
対
し
て
、
米
国
な
ら
び
に
占

領
下
に
あ
っ
た
日
本
が
、
西
太
平
洋
に
お
け
る
自
由
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
の
防
衛
前
線
と
し
て
沖
縄
の
駐
留
米
軍
を
重
視
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

ロ
シ
ア
極
東
部
、
朝
鮮
半
島
、
中
国
沿
海
部
、
な
ら
び
に
東
南
ア
ジ
ア
島
瞬
部
に
対
す
る
沖
縄
の
地
政
学
的
位
置
は
、
当
時
の
米
軍
の
展
開
能

力
を
考
慮
す
れ
ば
、
米
国
に
よ
る
共
産
主
義
陣
営
の
「
封
じ
込
め
政
策
」
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
「
キ
ー
ス
ト
ー
ン
（
要
石
）
」
で
あ
っ
た
。
復
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帰
座
、
米
軍
の
沖
縄
駐
留
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
米
関
係
の
安
定
化
を
通
し
て
固
定
化
の
傾
向
を
強
め
、
冷
戦
の
崩
壊
以
降
も
日
米
両
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
在
日
米
軍
の
意
義
を
再
定
義
し
、
沖
縄
に
大
規
模
な
米
軍
を
存
続
さ
せ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
戦
後
だ
け
見
て
も
、
沖
縄
と
い
う
領
域
に
は
、
米
軍
の
施
政
権
が
及
ぶ
空
間
、
日
本
の
主
権
が
及
ぶ
空
間
、
米
軍
基
地
と
い
う
治

外
法
権
的
空
間
、
そ
し
て
沖
縄
住
民
固
有
の
生
活
空
間
が
重
層
・
混
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
の
境
界
で
、
そ
し
て
そ
れ
を
制
御
す
る

行
為
主
体
の
問
で
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
緊
張
と
対
立
が
生
じ
て
き
た
。
沖
縄
が
前
近
代
か
ら
多
様
な
政
治
的
空
間
の
重
層
と
混
在
の
中
に
置
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

れ
て
き
た
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
沖
縄
人
」
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
複
雑
性
に
も
反
映
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
沖
縄
戦
後
の
米
軍
占
領
期
か
ら
順
を
追
っ
て
、
沖
縄
を
め
ぐ
る
境
界
と
領
域
の
変
遷
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
一
九
四

五
年
に
沖
縄
を
占
領
し
た
米
軍
は
、
奄
美
諸
島
（
北
緯
三
〇
度
）
以
南
を
排
他
的
な
支
配
下
に
置
き
、
日
本
帝
国
主
義
の
下
で
噂
吟
し
た
沖
縄

住
民
の
集
合
心
理
を
占
領
の
安
定
化
に
利
用
し
た
と
さ
れ
る
。
米
軍
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
少
数
民
族
と
し
て
の
「
沖
縄
人
」
と
い
う
位
置
づ

　
　
　
　
　
　
③

け
が
そ
れ
で
あ
る
。
米
軍
は
奄
美
諸
島
を
含
む
占
領
し
た
四
諸
島
を
「
沖
縄
」
に
代
え
て
日
本
編
入
以
前
の
中
国
名
で
あ
る
「
琉
球
」
と
再
命

名
し
、
沖
縄
の
領
域
を
日
本
か
ら
異
化
さ
れ
た
空
間
と
し
て
再
編
成
し
て
い
く
。

　
米
国
に
と
っ
て
の
沖
縄
の
戦
略
的
価
値
は
、
戦
後
数
年
の
間
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
が
、
冷
戦
の
開
始
、
す
な
わ
ち
東
ア
ジ
ア
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
て
は
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
と
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
明
確
と
な
る
。
同
時
に
共
産
主
義
の
沖
縄
へ
の
浸
透
を
防
ぐ
こ
と
が
占
領

内
政
上
の
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
。
一
九
四
〇
年
代
の
末
か
ら
奄
美
諸
島
で
奄
美
共
産
党
の
主
導
の
も
と
に
組
織
的
な
復
帰
運
動
が
展
開
し
始

　
　
⑤

め
る
が
、
米
軍
に
よ
る
沖
縄
占
領
の
最
初
の
危
機
は
、
一
九
五
〇
年
に
実
施
さ
れ
た
四
諸
島
（
当
時
「
群
島
」
と
呼
ば
れ
た
）
の
知
事
・
議
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

員
選
挙
で
復
帰
支
持
者
が
多
く
当
選
し
た
時
に
訪
れ
る
。

　
そ
の
結
果
、
米
軍
は
首
長
の
公
選
を
伴
う
群
島
制
を
廃
止
し
、
一
九
五
二
年
に
四
諸
島
に
対
し
て
改
め
て
「
琉
球
政
府
」
を
設
立
し
た
。
行

政
府
の
長
た
る
行
政
主
席
の
公
選
は
見
送
ら
れ
、
米
軍
が
主
席
を
直
接
任
命
す
る
と
い
う
半
罠
主
的
な
間
接
統
治
制
度
が
こ
こ
に
確
立
す
る
。

沖
縄
に
建
設
さ
れ
た
日
本
軍
の
基
地
は
占
領
と
同
時
に
米
軍
に
接
収
さ
れ
て
い
た
が
、
沖
縄
が
米
国
の
戦
略
拠
点
と
し
て
再
定
義
さ
れ
る
に
及
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ん
で
、
私
有
地
の
強
制
接
収
を
含
む
米
軍
基
地
の
増
設
と
強
化
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
民
主
化
の
停
滞
と
土
地
の
強
制
接
収
に
よ
る
軍
事

要
塞
化
の
進
行
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
米
軍
占
領
に
対
す
る
沖
縄
住
民
の
評
価
は
変
わ
り
始
め
る
。

　
沖
縄
の
圏
際
条
約
上
の
地
位
が
確
定
す
る
の
は
、
一
九
五
一
年
目
対
B
講
和
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
、
米
国
に
よ
る
沖
縄
の
排
他
的
統
治
が

西
側
を
中
心
と
し
た
国
際
社
会
に
承
認
さ
れ
た
時
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
沖
縄
と
日
本
本
土
の
分
断
が
長
期
化
し
、
米
軍
に
よ
る
沖
縄
の
半
民
主

的
統
治
が
本
格
化
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
沖
縄
住
民
の
日
本
本
土
へ
の
復
帰
願
望
も
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
沖
縄
に
お
け
る
日
本
復
帰
運
動
は
一
九
四
〇
年
代
末
の
奄
美
諸
島
を
皮
切
り
に
各
諸
島
に
お
い
て
開
始
さ
れ
る
。
奄
美
諸
島
の
復
帰
運
動
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

他
の
諸
島
よ
り
も
組
織
化
さ
れ
対
日
講
和
条
約
締
結
前
か
ら
高
揚
し
て
い
た
。
運
動
の
高
揚
と
そ
の
戦
略
的
価
値
の
低
さ
か
ら
、
奄
美
諸
島
は

小
笠
原
諸
島
と
共
に
一
九
五
三
年
に
日
本
に
復
帰
す
る
。
こ
こ
に
米
軍
統
治
下
の
「
琉
球
」
（
現
沖
縄
県
）
の
領
域
が
再
画
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
北
緯
二
七
度
線
以
南
と
い
う
米
軍
統
治
領
域
の
再
画
定
は
、
復
帰
が
叶
わ
な
か
っ
た
沖
縄
住
民
に
は
失
望
感
を
与
え
た
が
、
諸
島
間
で
不

統
一
に
展
開
し
て
い
た
日
本
復
帰
運
動
が
統
一
的
に
展
開
さ
れ
る
潜
在
的
条
件
と
も
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
九
五
〇
年
を
境
に
進
ん
で
い
た
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

党
の
「
全
琉
」
化
と
と
も
に
、
米
軍
統
治
に
対
す
る
抵
抗
運
動
の
領
域
的
組
織
化
（
統
～
化
）
の
基
礎
も
準
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

①
山
崎
孝
史
b
門
安
保
「
再
定
義
」
の
地
政
見
コ
ン
テ
ク
ス
ト
ー
ポ
ス
ト
冷

　
戦
期
に
お
け
る
日
本
と
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
」
人
文
研
究
五
六
、
二
〇
〇
五
年
、

　
　
七
～
1
｝
八
⊥
ハ
百
（
。

②
大
田
昌
秀
『
沖
縄
の
昆
衆
意
智
徳
新
泉
社
、
一
九
九
五
年
。
冨
山
一
郎
『
近
代

　
日
本
社
会
と
「
沖
縄
人
」
隔
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
か
年
。

③
国
場
幸
太
郎
「
沖
縄
の
日
本
復
帰
運
動
と
革
新
政
党
一
民
族
意
識
の
問
題
に

　
寄
せ
て
」
思
想
四
五
二
、
一
九
六
二
年
、
二
一
五
！
二
二
八
頁
。

④
ロ
バ
…
ト
・
D
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
F
・
ケ
ナ
ン
、
P
P
S
と
沖

　
縄
」
國
際
政
治
一
二
〇
、
一
九
九
九
年
、
二
八
一
五
六
頁
。

⑤
間
弘
憲
噸
全
記
録
！
分
離
期
・
軍
政
下
時
代
の
奄
美
復
帰
運
動
、
文
化
運

　
動
隔
南
方
新
社
、
二
〇
〇
三
年
。

⑥
前
掲
国
場
、
二
二
一
頁
。

⑦
ロ
バ
ー
ト
・
D
・
エ
ル
ド
り
ッ
ヂ
『
奄
美
返
還
と
ヨ
米
関
係
一
戦
後
ア
メ
リ

　
カ
の
奄
美
・
沖
縄
占
領
と
ア
ジ
ア
戦
略
臨
南
方
新
社
、
二
〇
〇
三
年
。

⑧
図
巳
㈹
鐸
は
階
層
的
に
構
成
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
的
組
織
に
対
応
し
て
、

　
偲
人
の
レ
ベ
ル
を
超
え
た
集
合
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
領
域
的
な
要
素
を
持

　
つ
と
す
る
。
つ
ま
り
、
「
琉
球
」
の
再
画
定
は
そ
う
し
た
領
域
を
基
礎
と
す
る
集

　
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
を
可
能
に
す
る
　
つ
の
条
件
で
あ
っ
た
と
考
え

　
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
囚
巳
σ
q
寓
堕
O
．
囚
．
匡
Φ
三
津
《
四
爵
ら
δ
鼠
8
受
”
○
①
o
σ
q
欝
b
ま
。
禽
。
一

　
需
H
巷
⑦
o
江
く
Φ
ω
　
o
口
　
莚
自
g
9
瀞
ヨ
　
m
監
　
話
α
q
一
8
巴
一
ω
日
▼
鉢
、
ド
ミ
冴
　
駄
　
き
鴨

　
臨
旨
g
貯
翫
§
駄
臨
ミ
鴨
誌
ミ
、
鮮
Q
鴨
醤
，
§
隷
賦
刈
b
っ
1
餅
一
Φ
c
◎
N
唱
．
O
H
伊
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四
　
土
地
闘
争
の
再
定
義

戦後沖縄の境界・領域と政治行動（山崎）

　
本
章
で
は
、
対
日
講
和
条
約
に
よ
る
沖
縄
の
日
本
か
ら
の
領
土
的
分
離
を
契
機
と
し
て
、
沖
縄
で
ど
の
よ
う
な
社
会
運
動
が
展
開
し
た
か
を

検
討
し
て
み
た
い
。
沖
縄
に
お
け
る
日
本
復
帰
運
動
は
、
上
述
し
た
対
日
講
和
条
約
前
後
に
各
諸
島
で
展
開
す
る
が
、
恒
常
的
な
復
帰
運
動
組

織
が
形
成
さ
れ
る
の
は
一
九
六
〇
年
に
沖
縄
祖
国
復
帰
協
議
会
が
革
新
政
党
・
組
…
織
か
ら
結
成
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
そ
の
間
、
米
軍
に
対
し

て
復
帰
を
直
接
要
求
す
る
運
動
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
五
〇
年
代
の
半
ば
に
拡
大
す
る
土
地
闘
争
は
、
米
軍
統
治

に
対
す
る
抵
抗
運
動
の
中
で
、
沖
縄
の
領
域
が
い
か
に
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
結
び
付
け
ら
れ
、
政
治
化
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
理
解
す

る
上
で
示
唆
に
富
む
。
ま
た
そ
う
し
た
「
領
域
の
政
治
化
」
と
い
う
過
程
が
沖
縄
で
そ
の
後
ど
う
変
遷
し
て
い
っ
た
か
を
考
え
る
上
で
も
重
要

で
あ
る
。

　
米
軍
は
一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
沖
縄
住
民
の
私
有
地
を
強
制
的
に
接
収
し
、
軍
事
基
地
を
増
設
し
た
。
こ
れ
が
大
量
の
土
地
を
持
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
沖
縄
住
民
を
生
み
出
し
、
そ
の
多
く
が
労
働
力
と
し
て
米
軍
に
雇
用
さ
れ
、
基
地
の
建
設
と
維
持
に
従
事
し
た
。
そ
の
～
方
で
、
土
地
の
接

収
は
立
ち
退
き
の
補
償
、
低
額
の
借
地
料
、
そ
し
て
長
期
の
借
用
契
約
に
関
わ
る
問
題
を
惹
起
し
、
し
ば
し
ば
住
民
の
抗
議
行
動
の
誘
因
と
な

　
②つ
た
。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
は
、
米
軍
要
員
に
よ
る
沖
縄
住
民
に
対
す
る
人
権
侵
害
の
反
復
、
米
軍
に
よ
る
左
翼
政
党
お
よ
び
労
働
者
に
対

す
る
反
共
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
え
て
、
こ
の
強
嗣
的
土
地
接
収
は
沖
縄
住
民
の
不
満
を
増
加
さ
せ
た
。

　
琉
球
政
府
は
米
軍
の
更
な
る
土
地
接
収
に
強
く
反
対
し
、
一
九
五
四
年
に
琉
球
政
府
立
法
院
が
軍
用
地
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
重
要
な
請
願

　
　
　
　
③

を
採
択
し
た
。
そ
こ
に
は
、
ω
一
括
払
い
の
廃
止
、
②
土
地
接
収
に
対
す
る
適
正
補
償
、
㈹
米
軍
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
損
害
に
対
す
る
適
正

賠
償
、
そ
し
て
凶
新
規
土
地
接
収
へ
の
反
対
と
い
う
四
つ
の
原
則
が
表
明
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
原
則
は
後
に
「
土
地
を
守
る
四
原
則
」
（
以
下
、

四
原
則
）
と
呼
ば
れ
、
一
九
五
六
年
の
大
規
模
な
土
地
闘
争
、
い
わ
ゆ
る
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
の
主
要
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
た
。

　
請
願
が
採
択
さ
れ
る
や
、
琉
球
政
府
行
政
府
と
立
法
院
、
市
町
村
長
会
、
お
よ
び
軍
用
土
地
連
合
会
は
「
弓
返
協
議
会
」
（
以
下
、
聾
者
協
）

187 （187）



を
組
織
し
た
。
こ
の
四
者
協
の
要
請
に
従
っ
て
、
米
国
議
会
下
院
の
軍
事
委
員
会
は
メ
ル
ヴ
ィ
ン
・
プ
ラ
イ
ス
議
員
を
長
と
す
る
視
察
団
を
沖

縄
に
派
遣
し
た
。
一
九
五
六
年
に
プ
ラ
イ
ス
は
米
軍
の
土
地
政
策
に
か
か
わ
る
勧
告
（
プ
ラ
イ
ス
勧
告
）
を
提
出
し
た
が
、
こ
の
勧
告
が
「
島

ぐ
る
み
闘
争
」
の
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
た
。
プ
ラ
イ
ス
勧
告
は
、
当
時
の
土
地
問
題
の
解
決
を
目
指
し
つ
つ
も
、
西
太
平
洋
に
お
け
る
「
反

共
防
波
堤
」
と
し
て
の
沖
縄
の
地
戦
略
的
重
要
性
を
強
調
し
、
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
の
長
期
的
駐
留
を
想
定
し
て
、
軍
用
地
の
永
代
借
地
権
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

確
立
す
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
た
。
勧
告
は
米
国
が
沖
縄
の
社
会
経
済
的
発
展
を
真
剣
に
支
援
す
べ
き
と
提
言
し
て
い
た
が
、
沖
縄
住
民
の
財

産
権
を
侵
し
て
も
米
軍
駐
留
を
安
定
化
す
る
こ
と
を
優
先
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
勧
告
の
内
容
を
知
っ
た
琉
球
政
府
立
法
院
は
、
直
ち
に
日
本
政
府
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
要
請
文
を
送
っ
て
い
る
（
こ
の
要
請
文
以
下
す
べ

て
の
引
用
文
中
の
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）
。
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こ
れ
（
米
国
議
会
の
決
定
、
筆
者
注
）
は
、
米
国
政
府
が
沖
縄
に
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し
あ
る
い
は
実
質
的
に
無
期
限
租
借
又
は
国
際
地
役
の
既
成
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

実
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
、
平
和
条
約
第
三
条
後
段
に
規
定
す
る
米
国
の
権
利
を
こ
え
、
日
本
の
領
土
主
権
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
思
慮
す
る
。
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

わ
れ
は
、
財
産
権
と
生
活
権
を
守
り
抜
く
た
め
に
あ
く
ま
で
こ
れ
に
反
対
闘
争
を
す
る
が
、
日
本
政
府
も
領
土
主
権
国
と
し
て
こ
れ
を
阻
止
す
る
手
段
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
、
琉
球
政
府
立
法
院
の
決
議
を
も
っ
て
要
請
す
る
。

上
述
の
四
原
則
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
要
請
文
は
日
本
の
領
土
主
権
の
侵
害
を
明
濡
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
「
領
土
の
防
衛
」
を

意
味
す
る
フ
レ
ー
ム
（
以
後
「
領
土
フ
レ
ー
ム
」
と
呼
称
す
る
）
は
、
後
に
土
地
闘
争
が
大
衆
化
す
る
中
で
闘
争
の
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
と
な
っ
て
い

く
。　

次
い
で
、
四
者
協
は
プ
ラ
イ
ス
勧
告
を
完
全
に
拒
否
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
構
成
員
が
公
職
を
辞
し
、
大
衆
抗
議
行
動
を
組
織
す
る
戦
略
を

　
　
⑥

と
っ
た
。
一
九
五
六
年
六
月
二
〇
日
に
四
者
協
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
抗
議
す
る
政
治
集
会
が
沖
縄
全
土
で
開
催
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
た
。
集
会
主
催
者
発
表
な
が
ら
、
参
加
者
総
数
は
結
構
〇
万
人
に
の
ぼ
り
、
当
時
の
沖
縄
全
人
口
の
約
二
五
％
を
動
員
す
る
。
大
衆
抗
議
行
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動
の
次
の
ピ
ー
ク
は
六
月
二
五
日
に
那
覇
市
と
コ
ザ
（
現
沖
縄
）
市
で
開
催
さ
れ
た
二
つ
の
大
規
模
な
政
治
集
会
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
約
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

万
人
、
五
万
人
の
参
加
者
を
動
員
し
た
と
さ
れ
る
。
沖
縄
教
職
員
会
ほ
か
が
主
催
し
た
那
覇
集
会
で
採
択
さ
れ
た
宣
言
決
議
は
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
た
。

民
族
と
国
土
を
守
る
わ
れ
等
八
○
万
県
民
の
四
原
則
貫
徹
の
要
求
は
今
や
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
よ
っ
て
全
く
屈
辱
的
に
踏
み
に
じ
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
わ

れ
わ
れ
の
国
土
を
新
規
接
収
し
、
一
括
買
上
げ
を
し
ょ
う
と
す
る
計
画
を
や
め
ず
に
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
（
略
）
し
か
る
に
今
わ
れ
わ
れ
は
最
早
、

（
米
軍
に
よ
る
、
筆
者
注
）
い
か
な
る
精
鋼
に
対
し
て
も
断
じ
て
屈
服
は
し
な
い
。
四
原
則
の
無
視
は
わ
が
民
族
を
破
滅
的
危
機
に
追
い
込
ん
で
い
る
か

ら
で
あ
る
。
（
略
）
今
こ
そ
わ
れ
わ
れ
は
ゆ
る
ぎ
な
い
統
一
と
鉄
の
団
結
を
か
た
め
、
一
坪
の
土
地
も
ア
メ
リ
カ
に
売
り
渡
さ
な
い
決
意
と
勇
気
を
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ま
す
新
た
に
し
て
進
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
摂
し
い
民
族
自
決
へ
の
歴
史
的
闘
い
は
、
祖
国
復
帰
と
独
立
と
平
和
へ
の
道
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
は
日
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

時
々
刻
々
と
高
ま
る
祖
国
な
ら
び
に
全
世
界
の
強
嗣
な
支
援
と
激
励
に
応
え
る
民
族
最
高
の
道
義
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
い
か
な
る
条
件
の
も
と
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

不
屈
で
あ
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
声
明
は
、
土
地
の
た
め
の
闘
争
が
日
本
へ
復
帰
す
る
と
い
う
民
族
自
決
主
義
の
た
め
の
歴
史
的
闘
争
で
あ
る
こ
と
、
土
地
を
守
る
四
原
則

は
日
本
の
高
峯
と
国
土
を
守
る
た
め
に
実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
沖
縄
住
民
は
自
ら
の
土
地
の
一
片
を
も
米
国
に
は
売
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
一
方
、
コ
ザ
集
会
の
主
催
者
側
代
表
で
あ
る
沖
縄
教
職
員
会
幹
部
は
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
祖
先
が
血
と
汗
で
守
っ
て
来
た
島
を
、
ア
メ
リ
カ
は
い
ま
プ
ラ
イ
ス
勧
告
を
盾
に
一
方
的
に
奪
お
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
～
方
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

非
民
主
主
義
的
ル
ー
ト
を
わ
れ
わ
れ
八
○
万
沖
縄
住
民
は
知
ら
な
い
。
全
住
民
よ
！
今
こ
そ
火
の
玉
と
な
っ
て
国
土
防
衛
に
立
ち
あ
が
る
べ
き
だ
。

明
ら
か
に
、
こ
れ
ら
の
集
会
で
は
土
地
（
私
有
地
）
が
国
土
（
公
共
財
）
と
し
て
再
定
義
さ
れ
、
土
地
闘
争
が
沖
縄
の
土
地
で
は
な
く
日
本
の
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国
土
を
防
衛
す
る
民
族
闘
争
と
し
て
再
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
四
者
協
お
よ
び
関
連
組
織
は
、
沖
縄
住
民
を
米
軍
に
よ
る
日
本
領
土

の
侵
害
に
対
し
て
闘
う
「
日
本
人
」
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
米
土
地
闘
争
の
正
当
性
を
訴
え
た
。
こ
う
し
て
、
当
初
は
個
々
の

地
主
や
村
落
を
も
と
に
発
生
し
た
土
地
問
題
は
、
も
っ
と
大
き
な
集
団
（
民
族
）
に
よ
る
闘
争
と
し
て
再
フ
レ
ー
ム
（
フ
レ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
）
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
七
月
に
も
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
反
対
す
る
政
治
集
会
は
断
続
的
に
開
か
れ
、
反
米
、
反
戦
、
反
核
、
そ
し
て
民
族
主
義
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
⑫

叫
ぶ
傾
向
を
持
っ
た
。
七
月
二
八
日
に
那
覇
市
で
開
催
さ
れ
た
集
会
は
一
五
万
人
の
参
加
者
を
集
め
、
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
と
な
っ
た
。
こ
の
集
会
が
反
米
（
反
植
民
地
主
義
）
的
色
彩
を
強
め
て
い
た
こ
と
は
以
下
の
声
明
か
ら
確
認
で
き
る
。
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終
戦
十
一
年
、
幾
多
苛
酷
な
犠
牲
と
強
制
の
下
に
血
と
涙
の
悲
劇
を
積
み
重
ね
て
き
た
わ
れ
わ
れ
は
、
八
千
万
祖
国
同
胞
と
と
も
に
領
土
の
防
衛
と
生
存

へ
　
　
ヘ
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権
擁
護
の
た
め
決
然
と
し
て
起
ち
上
っ
た
。
（
略
）
わ
れ
わ
れ
は
独
立
と
平
和
と
民
主
主
義
の
旗
じ
る
し
の
も
と
に
、
祖
国
と
民
族
を
守
り
全
県
民
の
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
へ

地
と
生
活
を
守
る
た
め
に
四
原
則
を
死
守
す
る
。
（
略
）
「
国
土
を
～
坪
も
ア
メ
リ
カ
に
売
り
渡
さ
な
い
」
決
意
を
固
め
不
敗
の
統
一
と
団
結
を
組
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

鋼
鉄
の
よ
う
に
抵
抗
す
る
。

わ
れ
わ
れ
の
土
地
を
守
る
闘
い
は
長
期
に
し
て
且
つ
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
（
略
）
そ
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
県
民
の
代
表
を
祖
国
に
送
り
、
全
国
津
々
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へ

浦
々
で
同
じ
立
場
で
苦
し
ん
で
い
る
労
働
者
、
農
民
に
強
く
訴
え
て
、
今
後
な
お
一
層
の
組
織
的
連
携
を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
植
民
地
主

、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

義
に
反
対
し
、
平
和
の
た
め
に
闘
っ
て
い
る
世
界
入
民
の
支
持
の
も
と
に
四
原
則
貫
徹
の
闘
い
は
勝
利
に
輝
く
こ
と
を
確
信
す
る
。

こ
の
集
会
は
当
時
保
守
陣
営
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
比
嘉
秀
平
琉
球
政
府
行
政
主
席
と
当
間
重
剛
那
覇
市
長
に
辞
職
を
要
求
す
る
こ
と
を
決
議

し
、
革
新
政
党
の
幹
部
で
あ
る
平
良
幸
市
と
瀬
長
亀
次
郎
を
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
反
対
す
る
沖
縄
住
民
の
代
表
と
し
て
選
出
し
た
。
保
守
政
党
で

あ
る
琉
球
民
主
党
は
こ
の
集
会
に
代
表
を
送
ら
な
か
っ
た
。
土
地
問
題
に
端
を
発
し
た
抵
抗
運
動
は
沖
縄
の
革
新
陣
営
に
よ
っ
て
米
軍
の
植
民



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

地
主
義
か
ら
独
立
す
る
「
革
新
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
運
動
と
し
て
再
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
米
軍
側
は
一
九
五
六
年
八
月
ま
で
大
衆
抗
議
行
動
に
対
す
る
明
確
な
行
動
を
と
ら
な
か
っ
た
が
、
八
月
七
日
に
米
軍
関
係
者
と
沖
縄
住
民
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
衝
突
を
避
け
る
た
め
と
し
て
、
沖
縄
島
の
中
部
地
区
を
米
軍
要
員
の
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る
「
オ
フ
・
リ
ミ
ッ
ツ
」
地
域
に
指
定
し
た
。
米

軍
基
地
は
沖
縄
島
の
申
部
地
区
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
地
区
を
オ
フ
・
リ
ミ
ッ
ツ
に
指
定
す
る
こ
と
は
、
米
軍
要
員
に
依
存
し
た
飲
食
・
風

俗
業
者
に
重
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
比
嘉
主
席
は
直
ち
に
以
下
の
よ
う
な
談
話
を
発
表
し
た
。
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民
政
府
（
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
、
筆
者
注
）
発
表
で
基
地
に
対
す
る
依
存
度
の
高
い
中
部
地
区
住
民
の
た
め
深
く
憂
慮
し
て
い
る
。
理
由
と
し
て
は
、

中
部
地
区
に
お
け
る
住
民
大
会
や
デ
モ
行
進
で
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
琉
球
人
と
米
人
間
の
衝
突
を
避
け
る
た
め
の
予
防
措
置
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
最
近
の
住
民
の
在
り
方
が
、
五
者
協
議
会
（
も
と
論
者
協
、
筆
者
注
）
で
声
明
し
た
「
土
地
問
題
解
決
の
基
本
的
運
動
方
針
」
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か
ら
逸
脱
し
、
基
地
反
対
、
鴇
本
復
帰
、
対
米
非
協
力
と
い
っ
た
目
標
を
外
れ
た
運
動
の
様
相
を
呈
し
て
来
た
の
で
、
民
政
府
や
駐
留
三
軍
を
憂
慮
さ
せ

た
結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
沖
縄
の
経
済
構
成
が
多
分
に
米
軍
基
地
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
何
人
も
否
定
で
き
な
い
現
実
で
あ
り
、
今
回
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
単
に
中
部
地
区
住
民
だ
け
で
な
く
琉
球
全
体
の
利
害
に
つ
な
が
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

沖
縄
の
保
守
陣
営
は
土
地
闘
争
で
用
い
ら
れ
た
領
土
防
衛
や
毘
族
闘
争
と
い
う
フ
レ
ー
ム
を
否
定
し
、
沖
縄
の
状
況
を
米
軍
へ
の
依
存
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

再
フ
レ
ー
ム
し
始
め
た
。
更
に
米
軍
側
は
オ
フ
・
リ
ミ
ッ
ツ
発
令
の
責
任
を
、
反
米
運
動
を
許
容
し
た
コ
ザ
市
長
、
琉
球
大
学
、
そ
し
て
三
つ
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の
地
方
紙
に
帰
し
、
革
新
政
党
の
幹
部
が
沖
縄
住
民
の
代
表
に
選
出
さ
れ
、
大
学
生
が
反
米
デ
モ
を
組
織
し
た
事
実
に
不
快
感
を
示
し
た
。
オ

フ
・
リ
ミ
ッ
ツ
政
策
と
一
連
の
米
軍
側
声
明
は
沖
縄
社
会
を
動
揺
さ
せ
、
そ
の
後
米
軍
に
よ
る
軍
用
地
代
の
大
幅
値
上
げ
と
い
う
対
応
も
加
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
、
抵
抗
運
動
は
急
速
に
終
息
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
は
三
ヶ
月
以
上
継
続
し
な
か
っ
た
が
、
延
べ
参
加
者
数
は
約
四
五
万
人
と
推
定
さ
れ
、
人
口
七
三
万
五
千
人
の
沖
縄
島

で
は
か
な
り
の
規
模
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
地
主
に
よ
る
土
地
収
益
の
最
大
化
と
い
う
個
入
化
さ
れ
た
動
機
か
ら
だ
け
で
は
、
こ
の
動
員
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規
模
は
説
明
で
き
な
い
。
動
員
の
拡
大
は
、
沖
縄
内
の
各
種
組
織
の
資
源
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
な
ど
様
々
な
物
理
的
要
因
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
観
念
的
な
レ
ベ
ル
で
は
フ
レ
ー
ム
の
変
更
に
よ
る
集
合
心
理
操
作
の
効
用
も
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

米
軍
（
異
民
族
）
統
治
が
抑
圧
性
を
増
す
中
で
、
一
九
五
〇
年
代
の
土
地
闘
争
が
大
衆
的
な
民
族
闘
争
に
発
展
し
た
の
は
、
沖
縄
住
民
の
集
合

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
日
本
領
土
の
防
衛
者
と
し
て
フ
レ
ー
ム
す
る
過
程
を
通
し
て
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
⑳

　
比
屋
根
は
一
連
の
研
究
に
お
い
て
、
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
を
民
族
自
決
と
民
主
主
義
へ
の
沖
縄
住
民
の
願
望
の
現
わ
れ
と
評
価
し
て
い
る
が
、

何
が
運
動
の
性
質
を
あ
の
よ
う
に
根
本
的
に
変
化
さ
せ
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
は
説
明
し
て
い
な
い
。
本
章
の
分
析
で
は
、
「
土
地
」
か
ら

「
領
土
」
へ
の
再
概
念
化
が
、
沖
縄
住
民
の
抵
抗
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
集
合
化
し
、
運
動
が
大
衆
化
す
る
過
程
と
並
行
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
復
帰
運
動
と
は
、
論
理
的
に
は
領
土
の
分
離
を
前
提
と
し
て
お
り
、
土
地
所
有
に
関
す
る
闘
争
が
復
帰
運
動
へ
と
発
展
す
る
に

は
、
「
土
地
」
で
は
な
く
「
領
土
」
と
い
う
概
念
が
政
治
的
に
動
員
（
政
治
化
）
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
領
土
フ
レ
ー
ム
の

構
築
は
、
領
土
と
民
族
の
再
統
一
運
動
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
雷
え
る
。
民
族
主
義
運
動
に
お
け
る
領
土
的
要
素
の
重
要
性
は
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
領
土
の
概
念
や
具
体
的
な
歴
史
的
過
程
に
お
け
る
そ
の
概
念
化
作
用
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
抑
圧
的
体
制
に
抵

抗
す
る
た
め
の
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
化
と
、
そ
の
大
衆
的
動
員
の
過
程
を
よ
り
良
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一

九
五
六
年
の
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
は
こ
う
し
た
フ
レ
ー
ム
構
築
の
好
例
で
あ
る
。

①
南
雲
和
夫
州
占
領
下
の
沖
縄
米
軍
基
地
と
労
働
運
動
瞼
か
も
が
わ
出
版
、
へ

　
九
九
六
年
。

②
中
野
好
夫
・
新
崎
盛
暉
『
沖
縄
戦
後
史
』
岩
波
轡
店
、
一
九
七
六
年
、
七
四
一

　
八
○
頁
。

③
前
掲
中
野
・
新
崎
、
七
八
頁
。

④
前
掲
中
野
、
～
七
六
…
～
七
九
頁
。

⑤
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
関
す
る
B
本
政
府
へ
の
琉
球
政
府
立
法
院
の
要
請
決
議
よ
り
、

　
｝
九
五
⊥
ハ
年
⊥
ハ
日
月
一
二
R
【
（
前
掲
中
野
、
一
七
九
頁
）
。

⑥
琉
球
薪
報
一
九
五
六
年
六
月
一
五
日
（
前
掲
中
野
、
一
八
四
⊥
八
六
頁
）
。
沖

　
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
五
六
年
六
月
一
五
日
（
前
掲
中
野
、
一
八
六
一
一
八
七
頁
）
。

⑦
琉
球
新
報
一
九
五
六
年
六
旦
二
日
（
前
掲
中
野
、
一
九
〇
1
一
九
一
頁
）
。

⑧
琉
球
新
報
一
九
五
六
年
六
月
二
六
日
（
前
掲
中
野
、
一
九
一
－
一
九
三
頁
）
。

⑨
プ
ラ
イ
ス
勧
告
反
対
地
区
住
民
大
会
「
宣
言
決
議
」
よ
り
、
一
九
五
六
年
六
月

　
二
五
日
（
琉
球
新
報
一
九
五
六
年
六
月
二
六
日
、
前
掲
中
野
、
一
九
一
頁
）
。

⑩
こ
の
種
の
フ
レ
ー
ム
は
集
会
開
催
以
前
に
、
四
者
協
お
よ
び
そ
の
構
成
組
織
に

　
よ
っ
て
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
た
。
詳
し
く
は
畷
山
上
雷
p
竃
↓
．
℃
9
誌
鼠
臥
”
α
q
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戦後沖縄の境界・領域と政治行動（山崎）

　
陣
①
邑
δ
蔓
”
巴
お
冨
霧
｛
o
§
a
8
。
｛
一
§
島
ω
巨
σ
Q
σ
q
一
①
ぎ
○
繊
富
≦
p
一
り
ま
層

　
旨
誌
§
－
瀞
§
獣
畜
料
（
＜
。
一
．
ω
ソ
鱒
O
O
ρ
冨
．
ω
一
よ
0
参
照
。

⑪
プ
ラ
イ
ス
勧
告
反
対
中
部
地
区
佐
民
大
会
に
お
け
る
喜
屋
武
真
栄
氏
挨
拶
よ
り
、

　
一
九
｝
五
山
ハ
年
⊥
ハ
月
二
五
日
（
琉
球
新
報
～
九
五
⊥
ハ
年
⊥
ハ
月
一
工
ハ
日
、
前
掲
中
野
、

　
一
九
二
一
一
九
一
篇
頁
）
。

⑫
前
掲
中
野
、
一
九
六
⊥
δ
一
頁
。
詳
し
く
は
前
掲
閃
p
怪
き
匹
参
照
。

⑬
沖
縄
教
職
員
会
ほ
か
主
催
、
四
原
則
貫
徹
県
民
大
会
門
宣
言
〕
よ
り
、
一
九
五

　
六
年
七
月
二
八
日
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
五
六
年
七
月
二
九
日
朝
刊
三
颪
）
。

⑭
沖
縄
教
職
員
会
ほ
か
主
催
、
四
原
則
貫
徹
県
民
大
会
「
県
民
代
表
祖
国
派
遣
に

　
関
す
る
決
議
」
よ
り
、
～
九
五
六
年
七
月
二
八
日
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
五
六
年

　
七
月
二
九
目
朝
刊
三
面
）
。

⑮
「
革
新
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
用
法
は
以
下
に
よ
る
。
小
熊
英
二
隅
〈
日
本

　
人
〉
の
境
界
i
沖
縄
・
ア
イ
ヌ
・
台
湾
・
朝
鮮
植
民
地
支
配
か
ら
復
帰
運
動
ま

　
で
隔
新
調
社
、
一
九
九
八
年
、
五
二
ニ
ー
五
五
五
頁
。

⑯
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
五
六
年
八
月
七
日
（
前
掲
中
野
、
二
〇
四
頁
）
。

⑰
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
五
六
年
八
月
八
日
（
前
掲
中
野
、
二
〇
四
頁
）
。

⑱
他
方
、
沖
縄
教
職
員
会
会
長
の
屋
良
朝
苗
は
オ
フ
・
リ
ミ
ッ
ツ
政
策
を
非
人
道

　
的
で
あ
る
と
非
難
し
、
比
嘉
を
植
民
地
主
義
的
な
考
え
方
を
米
軍
と
共
有
し
て
い

　
る
と
批
判
し
た
。
琉
球
新
報
～
九
五
六
年
八
月
九
日
（
前
掲
中
野
、
二
〇
四
…
二

五
　
貝
本
復
帰
と
境
界
・
領
域
の
再
概
念
化

（［

j
　
復
帰
運
動
の
変
遷
と
領
土
フ
レ
ー
ム
の
形
式
化

　
〇
五
頁
）
。

⑲
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
五
六
年
八
月
十
二
日
（
前
掲
中
野
、
二
〇
八
頁
）
。

⑳
琉
球
新
報
一
九
五
六
年
八
月
十
三
日
（
前
掲
中
野
、
二
〇
六
一
二
〇
七
頁
）
。

⑳
詳
し
く
は
前
掲
曜
き
β
・
き
置
参
照
。

⑫
　
比
屋
根
照
央
門
島
ぐ
る
み
闘
争
」
新
沖
縄
文
学
五
〇
、
～
九
七
一
年
、
五
〇
一

　
五
四
頁
。
比
屋
根
照
夫
「
復
帰
思
想
の
形
成
1
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
を
中
心

　
に
」
比
屋
根
照
夫
編
　
『
復
帰
二
〇
年
、
沖
縄
の
政
治
社
会
変
動
と
文
化
変
容
』

　
平
成
四
・
五
・
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
一
般
研
究
A
）
研
究
成
果

　
報
告
書
、
～
九
九
五
年
、
～
…
一
五
頁
。
比
屋
根
照
夫
噸
近
代
沖
縄
の
精
神
史
』

　
社
A
写
評
訟
咽
社
、
　
一
九
九
⊥
ハ
年
、
　
二
四
…
五
九
頁
。
比
緊
皿
根
照
…
夫
・
我
部
粘
以
明
「
土

　
地
闘
争
の
意
義
」
国
際
政
治
五
二
、
一
九
七
四
年
、
二
七
一
四
六
頁
。

⑳
前
掲
機
三
σ
Q
年
差
。
げ
ヨ
8
倉
》
．
題
一
④
c
。
心
9
国
二
巴
。
ロ
魯
。
ロ
藻
ω
ヨ
轡
q
も
8
傅

　
一
巳
¢
葭
葺
一
も
。
霞
騨
ぎ
聴
寝
、
ミ
肉
ミ
ミ
勲
ミ
跨
？
一
し
り
。
。
♪
署
．
一
山
。
。
．
ω
巨
斉

　
》
b
■
さ
§
ミ
N
寒
ミ
登
d
二
一
く
Φ
邑
曙
。
｛
諸
①
毒
畠
勺
お
。
・
。
・
一
一
〇
〇
飼
鼠
鉾

　
緊
巷
ご
p
U
匿
6
謹
。
暴
二
8
ω
ぎ
ω
①
碧
9
0
鵠
ω
け
讐
臼
〇
四
石
蝋
、
ω
餌
ヨ
甑
く
匙
①
三

　
ω
窓
蕾
＝
門
口
蜂
坤
⑦
。
。
．
奪
N
、
～
月
白
§
県
主
§
職
§
駄
臨
ミ
ミ
§
♀
冬
，
§
漕
議

　
。
。
令
介
　
一
ゆ
⑩
《
署
’
α
Q
。
α
一
①
O
①
’
ω
邑
費
》
b
．
一
8
0
。
．
さ
翫
。
爲
ミ
蹄
ミ
§
氏

　
さ
譜
ミ
鋳
ミ
、
郎
9
ミ
ミ
N
い
ミ
q
劇
画
寒
q
§
琳
§
Q
ミ
§
ミ
ミ
馬
篤
§
肋
§
犠

　
さ
翫
§
ミ
§
．
知
。
註
巴
α
q
Φ
甲
一
㊤
り
。
。
■

～
九
五
〇
年
代
の
沖
縄
の
社
会
運
動
が
講
和
条
約
締
結
前
後
の
初
期
復
帰
運
動
と
短
期
的
な
が
ら
大
衆
化
し
た
土
地
闘
争
で
特
徴
付
け
ら
れ
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る
の
に
対
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
の
そ
れ
は
長
期
的
か
つ
組
織
的
な
復
帰
運
動
と
し
て
括
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
島

ぐ
る
み
闘
争
」
は
「
土
地
」
を
「
領
土
」
へ
と
再
概
念
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
復
帰
（
領
土
・
民
族
統
一
）
運
動
の
性
質
を
帯
び
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
復
帰
運
動
は
、
「
領
土
」
の
概
念
に
結
び
つ
い
た
民
族
主
義
的
運
動
の
性
格
は
弱
ま
り
、
日
本
国
憲
法
の
九
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

体
現
さ
れ
る
平
和
主
義
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
反
戦
・
反
基
地
闘
争
へ
と
変
容
（
過
激
化
）
し
て
い
く
。
そ
こ
で
多
用
さ
れ
た
フ
レ
ー
ム
は

「
日
本
国
憲
法
へ
の
復
帰
」
で
あ
っ
た
。

　
筆
者
が
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
は
、
復
帰
運
動
に
お
い
て
日
本
国
憲
法
へ
の
最
初
の
言
及
は
一
九
六
一
年
四
月
二
八
日
の
政
治
集
会
で
確
認

　
　
②

さ
れ
る
。
以
後
、
沖
縄
へ
の
日
本
国
憲
法
の
適
用
は
復
帰
運
動
の
主
要
な
フ
レ
ー
ム
と
な
り
、
復
帰
後
の
政
治
集
会
で
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
。
復
帰
運
動
の
性
格
変
化
は
既
に
多
く
の
文
献
が
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
共
通
し
て
運
動
の
過
激
化
を
「
祖
国
復
帰
」
か
ら
「
反
戦
復

帰
」
へ
の
変
化
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
復
帰
運
動
の
性
格
変
化
を
理
解
す
惹
た
め
に
、
一
九
六
〇
年
以
降
の
全
島
的
復
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

運
動
に
お
け
る
最
大
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
た
る
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
（
復
帰
協
）
に
よ
る
声
明
文
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
。

　
こ
の
時
期
の
復
帰
運
動
を
一
九
五
〇
年
代
の
土
地
闘
争
と
比
較
す
る
た
め
に
、
「
領
土
」
、
「
国
土
」
、
そ
し
て
「
祖
国
」
と
い
っ
た
領
土
的
用

語
を
沖
縄
住
民
の
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
い
し
主
体
構
築
と
の
関
係
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
「
土
地
」

と
い
う
概
念
が
土
地
闘
争
の
展
開
過
程
で
「
領
土
」
と
い
う
概
念
に
置
換
さ
れ
、
こ
の
「
土
地
」
の
再
概
念
化
が
民
族
主
義
的
な
復
帰
運
動
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
基
礎
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
「
土
地
」
を
「
領
土
」
と
し
て
再
概
念
化
す
る
こ
と
と
、
沖
縄
住
民
を
日
本
民
族
と
し
て
再
定
義

す
る
こ
と
は
不
可
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
七
〇
年
代
の
初
め
に
か
け
て
、
こ
う
し
た
沖
縄
と
沖
縄
住
民
の
再
概
念
化
は
日
米
関
係
に
お
け
る

沖
縄
の
（
虐
げ
ら
れ
た
）
政
治
的
地
位
を
再
検
討
す
る
過
程
の
中
で
疑
問
視
さ
れ
る
。
こ
の
再
検
討
過
程
で
は
、
一
九
四
五
年
の
沖
縄
戦
の
評

価
も
変
化
し
、
日
本
復
帰
が
沖
縄
住
罠
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
と
っ
て
異
な
っ
た
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
本
章
で
は
領
土
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
言
説
の
レ
ト
リ
ッ
ク
、
文
法
、
そ
し
て
文
脈
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
復
帰
運
動
の
性
格
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
す
こ
と
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に
し
た
い
。

　
一
九
五
六
年
の
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
の
中
で
、
「
領
土
」
と
い
う
用
語
は
「
民
族
」
、
「
主
権
」
、
あ
る
い
は
「
祖
国
」
と
関
係
づ
け
て
用
い
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
、
「
土
地
」
を
こ
れ
ら
の
用
語
に
置
き
換
え
、
関
係
付
け
て
再
概
念
化
す
る
言
説
的
行
為
は
、
闘
争
の
大
衆
化
・
広
域
化
と
並
行
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
「
領
土
」
の
用
法
に
比
べ
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
「
領
土
」
の
用
法
は
異
な
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

「
領
土
」
を
沖
縄
住
民
の
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
関
係
付
け
て
い
る
声
明
文
を
抽
出
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
用
語
群
に
着
目
し
た
。
第

一
の
用
語
グ
ル
ー
プ
は
領
土
に
関
わ
り
、
「
領
土
」
、
「
国
土
」
、
そ
し
て
「
祖
国
」
か
ら
な
る
。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関

わ
り
、
「
民
族
」
、
「
国
民
」
、
「
日
本
民
族
」
、
「
沖
縄
県
毘
」
、
「
沖
縄
人
」
、
「
国
旗
」
、
「
日
の
丸
」
、
「
国
歌
」
、
そ
し
て
「
君
が
代
」
か
ら
な
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
分
析
に
お
け
る
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
は
政
治
集
会
で
沖
縄
住
民
が
ど
の
よ
う
な
民
族
的
・
地
域
的
集
団
と
同
一
化
さ
れ

て
い
る
か
を
示
す
要
素
で
あ
る
。

　
㏄
九
六
〇
年
か
ら
七
四
年
に
か
け
て
収
集
さ
れ
た
一
四
五
件
の
声
明
文
の
う
ち
、
四
五
件
の
テ
キ
ス
ト
が
上
記
の
両
方
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す

る
用
語
を
含
ん
で
い
た
が
、
「
領
土
」
を
沖
縄
住
民
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
直
接
関
係
付
け
た
声
明
（
政
治
集
会
）
は
八
件
し
か
な
か
っ

た
。
一
九
五
〇
年
代
と
は
異
な
り
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
領
土
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
を
直
接
関
係
付
け
る
声
明
文
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
復
帰
運
動
に
お
け
る
両
者
の
関
係
が
希
薄
化
・
変
容
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
両
者
の
結
び
つ
き
が
運
動
の
理
念
上

重
要
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
目
的
は
、
領
土
と
沖
縄
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
を
結
び
つ
け
る
運

動
の
内
的
論
理
が
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
八
件
の
声
明
文
を
一
つ
ず
つ
検
討
し
て
み
た
い
。

声
明
～
1
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

平
和
を
脅
か
す
核
基
地
の
強
化
は
軍
縮
と
平
和
共
存
の
世
界
の
動
き
に
逆
ら
う
軍
事
行
動
で
あ
る
。
一
方
日
本
政
府
は
自
国
の
領
土
と
国
民
を
外
国
の
統

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

治
下
に
お
き
、
沖
縄
県
民
の
心
か
ら
の
願
望
を
無
視
し
て
沖
縄
返
還
要
求
の
努
力
も
せ
ず
、
か
え
っ
て
現
在
の
沖
縄
の
地
位
を
固
定
化
す
る
よ
う
な
日
米
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⑥

合
意
議
事
録
に
署
名
し
て
い
る
。

声
明
一
－
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

平
和
条
約
に
よ
っ
て
米
国
統
治
下
に
あ
る
沖
縄
県
民
は
田
本
国
民
と
し
て
生
存
自
由
、
幸
福
を
追
求
す
る
た
め
に
祖
国
復
帰
を
希
望
し
、
過
去
十
六
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
日
本
が
国
連
に
加
盟
し
て
い
る
現
在
、
自
国
の
領
土
と
国
民
を
米
国
の
統
治
下
に
お
く
こ
と
は
、
国
家
主
権
を
侵
害
し
、
国
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

憲
章
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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こ
れ
ら
の
声
明
は
那
覇
市
で
約
六
万
五
千
人
が
参
加
し
た
政
治
集
会
で
採
択
さ
れ
た
。
共
に
「
沖
縄
県
民
」
を
日
本
の
領
土
内
の
国
民
と
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

現
し
て
い
る
。
復
帰
協
は
沖
縄
住
民
を
日
本
の
一
県
内
の
住
民
と
位
置
づ
け
、
領
域
と
集
団
を
一
体
化
し
た
の
も
の
（
沖
縄
県
民
）
と
し
て
と

ら
え
、
他
圏
の
統
治
下
に
置
か
れ
る
こ
と
の
不
当
性
を
訴
え
て
い
る
。
そ
こ
に
は
特
定
の
国
家
の
領
土
と
国
民
の
範
域
は
整
合
し
、
同
～
の
主

権
の
も
と
に
置
か
れ
る
べ
き
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
こ
う
し
た
国
民
国
家
の
統
一
性
（
国
民
、
領
土
、
主
権
の
整
合
性
）
と
い
う
論
理
は
以
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

声
明
に
あ
る
よ
う
に
復
帰
協
の
集
会
で
繰
り
返
し
表
明
さ
れ
る
。

声
明
二

（
日
本
本
土
の
国
会
議
員
団
が
、
筆
者
注
）
県
民
の
熱
烈
な
訴
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
施
政
権
返
還
を
決
議
し
な
か
っ
た
こ
と
と
、
ア
メ
リ
カ
施
政
権
老
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

招
き
に
よ
っ
て
来
島
し
た
こ
と
に
抗
議
す
る
。
日
本
政
府
は
自
国
の
領
土
と
国
民
に
対
す
る
国
家
主
権
を
回
復
す
る
努
力
も
せ
ず
、
か
え
っ
て
沖
縄
県
民

を
米
国
の
施
政
下
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
米
国
と
協
力
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
日
本
政
府
は
、
申
し
わ
け
に
経
済
援
助
を
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
い
ま
の
沖
縄
の
地
位
を
嗣
定
化
、
祖
国
復
帰
を
遠
ざ
け
る
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
国
会
が
沖
縄
に
対
す
る
国
家
主
権
を
回
復
す
る
た
め
、
米
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
施
政
権
を
要
求
す
る
強
い
態
度
と
積
極
的
外
交
を
進
め
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
要
望
、
こ
ん
こ
の
活
動
を
期
待
す
る
。



声
明
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

祖
国
の
独
立
を
よ
そ
に
、
一
人
沖
縄
県
民
だ
け
が
対
日
平
和
条
約
第
三
条
に
よ
っ
て
切
り
離
さ
れ
、
占
領
に
つ
づ
く
十
七
年
の
間
、
多
く
の
犠
牲
を
強
い

ら
れ
て
き
て
い
る
。
祖
国
復
帰
の
熱
願
は
、
立
法
院
や
田
本
国
会
で
も
可
決
さ
れ
た
決
議
の
通
り
、
も
早
、
金
国
民
の
決
定
的
な
世
論
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
る
に
米
国
の
新
沖
縄
政
策
は
、
軍
事
優
先
の
現
状
を
恒
久
化
し
、
原
水
爆
基
地
の
強
化
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
金
国
民
の
世
論
を
無
視
し
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

か
る
政
策
は
、
民
主
主
義
を
根
本
か
ら
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
行
為
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
自
国
の
領
土
と
国
民
を
米
軍
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

支
配
下
に
お
く
こ
と
を
認
め
て
い
る
平
和
条
約
第
三
条
は
、
国
連
憲
章
の
「
主
権
平
等
」
の
原
則
に
も
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
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復
帰
協
は
、
領
土
と
国
民
の
整
合
性
と
い
う
理
想
を
掲
げ
て
い
く
た
め
に
、
一
九
六
二
年
四
月
一
三
日
に
「
沖
縄
県
」
と
「
沖
縄
県
民
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
う
呼
称
を
そ
の
運
動
の
中
で
用
い
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
「
（
沖
縄
）
県
」
に
追
及
す
る
こ
と
は
自
動
的
に
沖
縄

の
領
域
が
日
本
と
い
う
国
家
の
皿
部
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
か
つ
日
本
の
領
土
的
統
合
性
が
侵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
、
戦
後

に
米
軍
が
付
与
し
た
「
琉
球
」
は
、
沖
縄
の
領
域
が
日
本
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
沖
縄
の
中
国
名
で
あ
り
、

沖
縄
県
設
置
前
の
王
国
の
名
称
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
復
帰
協
に
よ
る
「
沖
縄
県
」
の
意
図
的
使
用
は
米
軍
統
治
に
対
す
る
言
説
的

な
抵
抗
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
一
九
六
〇
年
代
の
復
帰
運
動
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
国
際
情
勢
お
よ
び
日
本
国
政
上
の
文
脈
が
い
く
つ
か
の
点
で
重
要
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
の
影
響
は
｝
九
六
〇
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
植
民
地
諸
国
・
諸
民
族
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

対
す
る
独
立
付
与
に
関
す
る
宣
言
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
宣
言
は
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
復
帰
運
動
の
中
で
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

当
時
の
第
三
世
界
の
脱
植
民
地
化
が
復
帰
運
動
を
刺
激
し
、
沖
縄
の
米
軍
統
治
は
「
植
民
地
化
」
と
し
て
再
概
念
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

国
連
の
宣
奮
は
、
復
帰
を
希
求
す
る
沖
縄
住
民
が
米
軍
統
治
の
国
際
法
上
の
不
当
性
を
糾
弾
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

　
第
二
の
影
響
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
、
沖
縄
の
内
外
で
反
戦
感
情
が
高
ま
り
、
日
本
本
土
に
お
け
る
平
和
運
動
が
沖
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縄
の
社
会
運
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
（
原
水
協
）
の
沖
縄
内
組
織
が
結
成
さ
れ
た

　
　
　
　
⑭

こ
と
で
あ
る
。
声
明
一
－
一
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
復
帰
運
動
は
時
に
平
和
運
動
と
し
て
の
性
質
も
持
ち
、
ベ
ト
ナ
ム
の
み
な
ら
ず
ア
ジ

ア
全
体
に
お
け
る
米
国
の
軍
事
的
・
覇
権
的
活
動
を
非
難
し
た
。
こ
う
し
た
変
化
は
復
帰
運
動
内
に
社
会
主
義
な
い
し
共
産
主
義
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
が
浸
透
し
て
き
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。

　
第
三
の
影
響
は
一
九
六
〇
年
に
日
米
安
保
条
約
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条
約
は
進
歩
主
義
的
な
日
本
人
の
問
に
強
い
反
戦
感
情

を
呼
び
起
こ
し
た
。
日
本
国
憲
法
第
九
条
と
日
本
本
土
内
や
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
駐
留
の
間
に
存
在
す
る
矛
盾
は
、
沖
縄
復
帰
を
め
ぐ
っ
て
も

っ
と
も
激
し
く
議
論
さ
れ
た
争
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
復
帰
運
動
の
中
で
も
、
日
米
安
全
保
障
体
制
下
で
、
沖
縄
が
米
軍
基
地
を
抱
え
た
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

復
帰
す
る
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
や
基
本
的
人
権
尊
重
の
理
念
に
反
す
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
文
脈
的
な
変
化
に
加
え
て
、
～
九
六
〇
年
代
の
復
帰
運
動
は
象
徴
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
一
九
五
〇
年
代
の
土
地
闘
争
と
は
様
相

を
異
に
す
る
。
後
者
が
強
烈
な
民
族
主
義
の
標
榜
で
あ
り
な
が
ら
、
例
え
ば
運
動
に
お
け
る
国
旗
日
の
丸
の
使
用
な
ど
象
徴
体
系
の
操
作
が
さ

ほ
ど
顕
著
で
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
復
帰
協
の
運
動
は
徹
底
し
た
国
旗
の
使
用
と
、
以
下
の
よ
う
な
象
徴
的
示
威
行
動
に
戦
術
的
な
特
徴
を

も
っ
て
い
た
。
声
明
四
は
、
対
日
講
和
条
約
締
結
の
日
（
四
月
二
八
日
）
に
沖
縄
島
北
端
部
国
頭
村
沖
の
北
緯
二
七
線
近
海
で
開
催
さ
れ
た
海

　
　
⑯

上
集
会
で
の
声
明
で
あ
る
。
こ
の
大
会
に
先
立
ち
前
日
二
七
日
の
夜
に
、
国
頭
村
辺
戸
岬
と
与
論
島
海
岸
で
焚
火
が
灯
さ
れ
、
翌
日
沖
縄
と
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

本
を
分
断
す
る
境
界
線
上
で
両
地
域
を
出
港
し
た
船
が
交
歓
会
を
行
っ
た
。
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声
明
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

祖
国
と
沖
縄
を
分
断
す
る
北
緯
二
十
七
度
線
を
突
破
し
、
い
ま
本
土
九
千
万
国
民
代
表
と
九
十
万
沖
縄
国
民
代
表
が
堅
く
握
手
を
か
わ
す
。
十
二
年
前
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
の
日
に
対
日
平
和
条
約
第
三
条
に
よ
っ
て
人
為
的
に
引
か
れ
た
境
界
線
は
、
昨
年
に
続
く
再
度
の
海
上
集
会
で
遂
に
突
き
破
ら
れ
、
日
本
の
領
土
内
で

あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
昨
晩
は
本
土
鹿
児
島
県
の
暴
説
与
論
島
と
、
沖
縄
県
の
北
端
辺
戸
岬
で
相
呼
応
し
て
復
帰
貫
徹
の
か
が
り
火
を
た
き
、
炎
々
と



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

燃
え
上
が
る
炎
に
復
帰
の
決
意
を
誓
い
合
っ
た
。
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こ
の
焚
火
大
会
と
海
上
集
会
は
、
沖
縄
が
日
本
か
ら
分
断
さ
れ
た
B
に
そ
の
分
断
の
境
界
を
可
視
化
さ
せ
つ
つ
、
分
断
さ
れ
た
領
域
を
結
び

つ
け
る
と
い
う
象
徴
的
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
加
え
て
、
復
帰
協
ほ
か
関
係
団
体
は
、
こ
の
海
上
大
会
の
前
後
に
、
沖
縄
島
を
縦
断
す
る
形
で

那
覇
市
と
辺
戸
岬
の
間
を
パ
レ
ー
ド
行
進
し
た
。
こ
う
し
た
運
動
の
形
態
・
戦
術
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
先
島
（
宮
古
・
八
重
山
）
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

島
に
も
展
開
さ
れ
、
「
点
の
運
動
か
ら
線
に
延
ば
し
、
面
に
ま
で
広
げ
る
運
動
」
と
し
て
沖
縄
全
域
か
ら
日
本
本
土
に
及
ぶ
抵
抗
の
地
理
的
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ケ
ー
ル
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
さ
て
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、
復
帰
協
の
即
時
復
帰
の
主
張
に
、
政
府
間
復
帰
交
渉
の
進
展
が
鈍
い
こ
と
に
対
す
る
一
種
の
苛
立

ち
が
現
れ
る
。
こ
の
苛
立
ち
は
米
国
政
府
に
対
す
る
日
本
政
府
の
従
属
的
態
度
へ
の
批
判
と
し
て
表
明
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
日
本
政
府
が

必
ず
し
も
沖
縄
か
ら
米
軍
基
地
を
撤
去
し
よ
う
と
は
し
な
い
こ
と
を
知
る
に
及
ん
で
、
復
帰
協
は
以
下
の
よ
う
に
米
国
政
府
の
み
な
ら
ず
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

政
府
も
糾
弾
し
始
め
る
。

声
明
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
絶
え
ず
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
に
よ
る
沖
縄
の
軍
事
的
植
民
地
支
配
の
不
当
、
不
法
性
を
糾
弾
し
、
な
か
ん
ず
く
自
国
の
領
土
と
そ
の

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

百
万
に
及
ぶ
国
民
を
含
め
て
一
方
的
に
米
国
の
施
政
権
下
に
お
き
、
あ
ま
っ
さ
え
そ
の
生
殺
与
奪
の
権
限
さ
え
認
め
て
き
た
日
本
政
府
に
強
い
怒
り
の
抗

議
を
続
け
、
一
刻
も
早
く
祖
国
へ
の
復
帰
が
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
求
し
続
け
て
き
た
。

声
明
六

祖
国
か
ら
分
断
さ
れ
た
一
方
的
軍
事
的
植
民
地
支
配
に
お
か
れ
て
か
ら
二
十
三
年
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
平
和
条
約
第
三
条
に
よ
る
支
配
は
国
連
憲
章
に
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

反
し
て
い
る
。
さ
ら
に
領
土
内
に
核
を
含
む
軍
事
基
地
を
許
し
、
（
日
本
政
府
が
、
筆
者
注
）
県
民
の
意
思
を
無
視
し
て
対
日
平
和
条
約
第
三
条
を
認
め
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て
い
る
こ
と
は
憲
法
第
九
条
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

第
九
十
五
条
を
犯
し
て
違
憲
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
復
帰
協
に
と
っ
て
は
、
米
軍
統
治
に
耐
え
る
沖
縄
に
対
す
る
日
本
政
府
の
態
度
は
不
満
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
や
が
て
、

沖
縄
の
祖
国
と
し
て
の
「
日
本
」
は
自
民
党
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
「
日
本
政
府
」
か
ら
言
説
的
に
分
離
さ
れ
始
め
る
。
声
明
七
に
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
自
民
党
の
保
守
主
義
へ
の
嫌
悪
と
そ
の
標
的
化
を
通
し
て
、
復
帰
運
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
過
激
化
す
る
一
方
、
「
領
土
」
と

い
う
用
語
は
声
明
の
主
旨
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
中
、
～
九
六
九
年
の
日
米
共
同
声
明
で
日
米
両
政
府
は

一
九
七
二
年
の
沖
縄
の
施
政
権
返
還
と
米
軍
基
地
が
沖
縄
に
存
続
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
こ
の
声
明
は
復
帰
協
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

抗
議
行
動
も
復
帰
に
向
け
て
減
少
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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声
明
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

佐
藤
総
理
は
、
「
戦
争
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
領
土
を
、
平
和
的
交
渉
に
よ
っ
て
返
還
が
実
現
す
る
こ
と
は
歴
史
上
か
つ
て
な
い
こ
と
」
「
い
ま
核
が
有
る
か

無
い
か
は
問
題
で
は
な
い
、
復
帰
の
時
点
で
の
核
抜
き
と
い
う
こ
と
だ
」
と
国
会
で
答
弁
し
て
い
る
が
、
潜
在
主
権
の
確
保
に
よ
っ
て
、
沖
縄
は
け
し
て

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

失
わ
れ
た
領
土
で
も
な
く
、
む
し
ろ
戦
争
終
了
後
講
和
条
約
ま
で
長
期
の
年
月
を
要
し
た
こ
と
、
門
独
立
」
国
家
の
領
土
が
二
十
六
年
間
も
「
異
民
族
」

に
分
断
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ
歴
史
上
か
つ
て
な
い
こ
と
で
あ
り
、
核
や
毒
ガ
ス
貯
蔵
を
容
認
し
、
B
5
2
の
北
爆
に
了
解
を
与
え
、
沖
縄
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

限
り
常
に
「
事
前
協
議
に
承
服
」
を
与
え
て
き
た
佐
藤
反
動
政
府
の
県
民
無
視
、
人
間
疎
外
の
隷
属
的
政
治
姿
勢
と
、
こ
う
し
た
誤
っ
た
認
識
の
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

歴
代
自
民
党
政
庵
の
歴
史
的
犯
罪
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
米
軍
（
核
）
基
地
を
存
続
し
た
ま
ま
の
復
帰
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
下
の
復
帰
と
い
う
意
味
で
、
「
完
全
復
帰
」
に
対
し
て
、
「
安
保
復

　
　
　
　
　
　
⑳

帰
」
と
呼
ば
れ
た
。
一
九
六
九
年
以
降
は
、
完
全
復
帰
に
向
け
て
の
抵
抗
運
動
が
再
組
織
化
さ
れ
る
一
方
で
、
日
米
安
全
保
障
体
制
下
の
復
帰

は
現
状
を
受
容
す
る
沖
縄
住
民
に
と
っ
て
の
現
実
的
な
選
択
肢
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。
復
帰
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
意
見
の
相
違
は
一
九
六
八
年
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の
行
政
主
席
選
挙
を
初
め
と
す
る
琉
球
政
府
諸
選
挙
の
主
要
な
争
点
に
置
換
さ
れ
、
後
に
「
六
八
年
体
制
」
と
呼
ば
れ
る
保
守
・
革
新
亀
裂
の

基
礎
を
形
作
っ
て
い
く
。

　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
幅
を
持
っ
た
形
で
、
復
帰
が
沖
縄
住
民
に
と
っ
て
の
共
通
目
標
に
な
る
一
方
で
、
過
激
化
し
た
復
帰
運
動
は
沖
縄
に
基

地
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
日
米
の
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
か
ら
は
乖
離
し
て
い
く
。
こ
の
文
脈
の
中
で
、
日
本
政
府
が
復
帰
運
動
の
攻
撃
目
標
と

な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
声
明
七
に
お
い
て
、
「
領
土
」
は
も
は
や
運
動
を
通
し
て
團
復
さ
れ
る
対
象
で
は
な
く
、
日
本
政
府
が
沖
縄
に
対
し

て
無
責
任
で
あ
る
こ
と
を
非
難
す
る
た
め
の
一
つ
の
根
拠
（
同
一
領
土
内
の
不
平
等
な
扱
い
）
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
政
治
集
会
を
通
し
て
表
象
さ
れ
る
沖
縄
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
米
軍
統
治
に
対
抗
す
る
「
日
本
人
」

と
し
て
表
明
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
一
九
六
〇
年
代
末
に
な
る
と
米
国
と
そ
の
軍
事
戦
略
を
支
持
し
、
沖
縄
を
社
会
経
済
的
に
疎
外
す
る
日

本
政
府
に
対
抗
す
る
「
反
戦
平
和
主
義
者
」
と
し
て
再
構
築
さ
れ
て
い
く
。
復
帰
に
伴
う
通
貨
改
定
に
反
対
す
る
一
九
七
二
年
三
月
の
ス
ト
ラ

イ
キ
集
会
で
、
県
労
協
（
沖
縄
県
労
働
組
合
協
議
会
）
と
沖
縄
教
職
員
組
合
（
も
と
沖
縄
教
職
員
会
）
は
以
下
の
よ
う
に
「
沖
縄
県
民
」
を
位
置
づ

　
⑳

け
た
。

声
明
八

日
繋
留
政
府
は
、
極
東
最
大
の
米
軍
戦
略
基
地
を
強
化
拡
充
す
る
反
面
、
沖
縄
の
平
和
と
人
権
を
守
る
運
動
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
る
基
地
労
働
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

大
壁
解
雇
を
つ
づ
け
ざ
ま
に
行
な
っ
た
上
で
、
強
力
な
自
衛
隊
を
警
察
機
動
隊
を
矢
面
に
立
た
せ
て
配
備
し
、
沖
縄
を
極
東
戦
略
の
軸
と
す
る
日
米
安
全

保
障
体
制
を
さ
ら
に
拡
大
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
そ
の
た
め
に
「
公
用
地
黒
の
暫
定
使
用
法
」
な
ど
の
美
名
の
も
と
に
、
沖
縄
県
民
の
土
地
を
強
制
接
収
し
、
教
育
委
員
の
公
選
制
を
任
命
制
に
切
り
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

え
て
、
教
育
の
中
央
統
制
を
容
易
な
ら
し
め
、
地
公
法
等
で
し
ば
り
つ
け
て
、
物
言
わ
ぬ
沖
縄
県
民
に
し
た
て
あ
げ
、
さ
ら
に
国
益
を
ふ
り
か
ざ
し
、

　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
⑱

「
日
本
国
民
」
と
「
日
本
の
領
土
偏
の
踏
絵
で
、
沖
縄
県
民
の
自
治
と
権
利
を
う
ば
い
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。

201 （20ユ）



　
声
明
八
で
は
、
「
沖
縄
県
民
」
と
い
う
用
語
が
日
米
両
政
府
に
対
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
政
府
が
沖
縄
を
政
治
的
に
抑
圧
し
て
き
た
と
い
う
信
念

を
表
明
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
日
本
と
沖
縄
の
再
統
一
は
沖
縄
住
民
自
身
の
強
い
願
望
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
声
明
は
日
本
政
府
が
復

帰
に
と
も
な
う
国
内
制
度
の
適
用
を
通
し
て
、
「
沖
縄
県
民
の
土
地
」
を
強
制
接
収
し
、
「
沖
縄
県
民
」
を
「
物
雷
わ
ぬ
」
集
団
に
「
し
た
て
あ

げ
」
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
文
末
の
表
現
に
も
沖
縄
や
沖
縄
住
民
を
日
本
の
「
領
土
」
と
「
国
罠
」
か
ら
区
分
す
る
意
味
合
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
復
帰
直
前
に
は
、
沖
縄
住
民
の
革
新
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
国
民
国
家
の
幻
想
か
ら
乖
離
し
始
め
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

　
声
明
八
が
公
表
さ
れ
て
以
後
、
沖
縄
を
日
本
と
い
う
国
民
国
家
の
一
部
と
す
る
領
土
フ
レ
ー
ム
は
、
政
治
集
会
の
舞
台
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
姿

を
消
す
。
そ
し
て
新
た
に
「
沖
縄
県
民
」
は
第
二
次
世
界
大
戦
と
日
米
安
全
保
障
体
制
の
中
で
疎
外
さ
れ
た
集
団
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
を
付
与
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
政
治
の
表
舞
台
か
ら
隠
さ
れ
て
い
た
沖
縄
戦
の
記
憶
も
再
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
　
復
帰
後
の
沖
縄
の
境
界
と
領
域

　
一
九
七
二
年
の
復
帰
を
控
え
、
復
帰
運
動
が
反
戦
・
平
和
運
動
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
る
に
い
た
っ
て
、
復
帰
前
後
か
ら
様
々
な
基
地
被
害
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

対
す
る
抗
議
行
動
が
基
地
周
辺
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
北
緯
二
七
度
線
を
可
視
化
す
る
政
治
行
動
が
意
義
を
失
っ
て
い
く
中
で
、
沖
縄

島
内
の
新
た
な
境
界
（
米
軍
基
地
の
フ
ェ
ン
ス
）
が
抵
抗
の
場
所
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
沖
縄
の
闘
争
は
日
本
と
の
領
土
再
統
一
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

失
望
の
中
か
ら
新
た
な
可
視
的
目
標
を
見
出
し
、
復
帰
後
の
反
基
地
闘
争
と
し
て
今
日
ま
で
連
綿
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
。
で
は
北
緯
二
七
度

線
に
は
何
が
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
復
帰
運
動
の
一
環
と
し
て
の
焚
火
大
会
が
例
年
開
催
さ
れ
た
国
頭
村
辺
戸
岬
の
　
角
に
、
復
帰
協
に
よ
っ
て
一
九
七
六
年
に
建
立
さ
れ
た
祖

国
復
帰
闘
争
碑
が
あ
る
。
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
野
原
用
心
（
も
と
復
帰
協
会
長
）
に
よ
る
以
下
の
よ
う
な
碑
文
（
一
部
を
抜
粋
）
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
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米
国
の
支
配
は
傲
慢
で
、
県
民
の
自
由
と
人
権
を
躁
躍
し
た
。

祖
国
日
本
は
海
の
か
な
た
に
遠
く
、
沖
縄
県
民
の
声
は
虚
し
く
消
え
た
。

わ
れ
わ
れ
の
闘
い
は
蟷
螂
の
斧
に
擬
さ
れ
た
。

　
　
し
か
し
独
立
と
平
和
を
闘
う
世
界
の
人
々
と
の
連
帯
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、

　
　
全
国
民
に
呼
び
か
け
全
世
界
の
人
に
訴
え
た
。

見
よ
平
和
に
た
た
ず
ま
う
宜
名
真
の
里
か
ら

二
十
七
度
線
を
断
つ
小
船
は
船
出
し
、

舷
々
相
寄
り
勝
利
を
誓
う
大
海
上
大
会
に
発
展
し
た
の
だ
。

　
　
今
踏
ま
え
て
い
る
土
こ
そ

　
　
辺
戸
区
民
の
真
心
に
よ
っ
て
成
る
沖
天
の
大
焚
火
の
大
地
な
の
だ
。

一
九
七
二
年
五
月
十
五
日
沖
縄
の
祖
国
復
帰
は
実
現
し
た
。

し
か
し
、
県
民
の
平
和
へ
の
願
い
は
叶
え
ら
れ
ず
、

日
米
国
家
権
力
の
恣
意
の
ま
ま
軍
事
強
化
に
逆
用
さ
れ
た
。

　
　
し
か
る
が
故
に
こ
の
碑
は
、
喜
び
を
表
明
す
る
た
め
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

　
　
ま
し
て
や
勝
利
を
記
念
す
る
た
め
に
あ
る
も
の
で
も
な
い
。

こ
の
碑
文
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
辺
戸
岬
沖
合
の
北
緯
二
七
度
線
は
沖
縄
と
日
本
本
土
の
間
に
横
た
わ
る
同
じ
日
本
と
日
本
人
を
分
断
し
た

「
国
境
」
で
あ
り
、
復
帰
運
動
は
そ
の
境
界
を
消
失
さ
せ
る
こ
と
を
熱
望
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
復
帰
と
は
復
帰
協
が
希
求
し
た
も

の
と
は
異
な
り
、
米
軍
基
地
は
沖
縄
に
存
続
し
た
。
復
帰
運
動
の
熱
狂
と
象
徴
の
場
所
で
あ
っ
た
辺
幅
岬
に
は
、
復
帰
の
喜
び
で
は
な
く
、
失

望
と
惜
念
の
情
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
復
帰
し
た
沖
縄
で
の
反
基
地
闘
争
が
ど
の
よ
う
な
沖
縄
を
新
た
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
っ
た
の
か
は
、
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

紙
幅
も
尽
き
た
の
で
詳
細
は
別
稿
に
譲
り
た
い
が
、
～
九
七
二
年
以
後
の
闘
争
に
し
か
見
ら
れ
な
い
フ
レ
ー
ム
を
二
つ
だ
け
指
摘
し
て
お
き
た

い
。
ま
ず
は
一
九
八
二
年
に
沖
縄
の
日
本
復
帰
一
〇
周
年
に
際
し
て
A
那
覇
市
で
県
労
協
ほ
か
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
政
治
集
会
の
ア
ピ
ー
ル

　
　
⑳

で
あ
る
。
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あ
れ
か
ら
十
年
た
っ
た
現
在
、
政
府
・
自
民
党
が
宣
伝
し
た
“
核
ぬ
き
、
本
土
並
み
返
還
”
を
、
県
民
だ
れ
一
人
と
し
て
信
ず
る
も
の
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

私
た
ち
の
愛
す
る
郷
土
・
沖
縄
は
、
全
国
人
口
の
一
％
、
県
土
面
積
に
い
た
っ
て
は
○
・
六
％
し
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
の
五
三
％
の
軍
事
基

地
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
い
っ
た
い
、
歴
代
日
本
政
府
に
と
っ
て
の
沖
縄
は
、
日
本
列
島
南
端
の
軍
事
基
地
と
し
て
の
利
用
価
値
だ
け
が
念
頭
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
少
し
で
も

百
万
県
民
の
暮
ら
し
を
真
剣
に
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
こ
の
答
え
は
、
全
国
最
悪
の
失
業
と
、
全
国
最
低
の
県
民
所
得
の
現
実
を
み
れ
ば
明
ら
か
だ
。

（
中
略
）

　
私
た
ち
は
、
新
た
な
誓
い
を
か
わ
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
沖
縄
を
門
戦
場
の
島
」
か
ら
「
平
和
な
島
」
に
つ
く
り
か
え
て
い
く
と
い
う
強
い
決
意
だ
。

そ
し
て
、
こ
の
誓
い
は
、
総
行
動
へ
の
参
加
者
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
県
民
一
人
ひ
と
り
の
誓
い
へ
と
、
さ
ら
に
、
反
核
、
平
和
を
求
め
る
全
国
民
へ
、

世
界
の
人
々
へ
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
現
実
と
闘
う
の
は
あ
な
た
だ
。
沖
縄
を
「
平
和
な
島
」
に
つ
く
り
か
え
る
の
は
私
た
ち
だ
。
や
む
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
な
い
反
戦
の
戦
い
を
続
け
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

こ
の
声
明
は
、
沖
縄
を
沖
縄
住
民
の
愛
す
べ
き
「
郷
土
」
と
し
て
表
象
し
、
日
本
へ
の
帰
属
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
郷
土
が

日
本
国
内
に
お
い
て
社
会
経
済
的
に
疎
外
さ
れ
、
「
沖
縄
県
民
」
と
い
う
主
体
が
そ
れ
自
身
の
土
地
と
運
命
を
担
う
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
沖
縄
の
捉
え
方
は
一
九
七
二
年
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
固
有
の
領
域
と
し
て
沖
縄
を
表
象
す
る
例
は
、
一
九
八
九
年
に
同
じ
く
県
労
協
ほ
か
に
よ
っ
て
宜
野
湾
市
で
開
催
さ
れ
た
政
治
集
会
の
声
明



　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
も
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
集
会
は
国
頭
村
山
間
部
に
建
設
が
予
定
さ
れ
た
戦
闘
機
訓
練
基
地
に
田
村
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

建
設
予
定
地
は
、
安
波
部
落
と
農
耕
地
お
よ
び
安
波
ダ
ム
に
隣
接
し
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
で
も
貴
重
な
鳥
で
あ
る
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
を

は
じ
め
、
ヤ
ン
バ
ル
オ
オ
テ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
、
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
生
息
地
で
も
あ
る
。

　
も
し
、
ひ
と
た
び
こ
こ
で
、
バ
リ
ア
ー
機
の
訓
練
が
強
行
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
生
物
が
絶
滅
の
危
機
に
た
た
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

水
源
地
の
汚
染
や
農
作
業
の
阻
害
な
ど
住
民
生
活
を
破
壊
し
、
自
然
の
生
態
系
を
乱
す
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

戦後沖縄の境界・領域と政治行動（山鋳）

こ
の
声
明
は
、
新
基
地
建
設
に
よ
る
自
然
破
壊
へ
の
批
判
が
、
亜
熱
帯
気
候
区
に
属
す
る
沖
縄
の
地
域
的
・
生
態
学
的
固
有
性
の
「
再
発
見
」

に
結
び
つ
い
た
例
で
あ
る
。
一
九
八
○
年
代
の
労
組
を
中
心
と
す
る
政
治
集
会
で
、
沖
縄
の
自
然
が
表
象
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
多
く
は
な
か

っ
た
が
、
固
有
の
自
然
環
境
へ
の
認
識
を
通
し
て
闘
争
の
争
点
や
抗
議
行
動
を
フ
レ
ー
ム
す
る
手
法
は
、
辺
野
曝
へ
の
普
天
間
基
地
移
設
反
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

運
動
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
今
日
で
は
反
基
地
闘
争
の
主
要
な
雷
説
的
戦
術
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
復
帰
後
に
は
米
軍
基
地
と

そ
れ
を
存
続
さ
せ
る
日
本
政
府
に
対
し
て
、
沖
縄
圃
有
の
環
境
や
文
化
の
価
値
を
立
て
る
こ
と
が
、
日
本
国
内
に
お
け
る
不
平
等
な
処
遇
へ
の

告
発
と
あ
わ
せ
て
、
闘
争
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
構
築
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

①
今
林
直
樹
「
戦
後
沖
縄
の
政
治
と
沖
縄
社
会
大
衆
党
」
姫
路
法
学
二
九
・
三
〇
、

　
二
〇
〇
〇
年
、
九
三
…
一
一
七
頁
。

②
復
帰
協
主
催
の
祖
国
復
帰
県
罠
総
決
起
大
会
で
採
択
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
｝

　
つ
に
、
沖
縄
に
対
し
て
「
潜
在
し
て
い
る
日
本
国
憲
法
適
用
の
顕
在
化
に
努
力
す

　
る
」
と
い
う
文
言
が
現
れ
る
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
六
一
年
四
月
二
九
B
朝
刊
一

　
面
）
。

③
前
掲
中
野
・
新
崎
、
一
六
五
－
一
八
九
頁
。
比
嘉
良
彦
・
原
田
誠
司
『
地
域
新

　
時
代
を
拓
く
1
沖
縄
社
会
大
衆
党
論
点
八
朔
社
、
一
九
九
二
年
、
四
二
一
四
七

　
頁
。
朝
日
新
聞
社
『
沖
縄
報
告
－
復
帰
前
皿
九
六
九
年
』
朝
日
薪
聞
社
、
一
九

　
九
六
年
、
二
七
五
一
二
八
｝
頁
。
与
那
国
逼
魍
戦
後
沖
縄
の
社
会
変
動
と
近
代
化

　
l
l
・
米
軍
支
配
と
大
衆
運
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
二
〇
〇
一

　
年
、
二
四
九
一
二
八
二
頁
。

④
復
帰
協
は
労
働
組
合
、
革
新
政
党
、
沖
縄
教
職
員
会
な
ど
各
種
団
体
か
ら
構
成

　
さ
れ
て
い
た
が
、
保
守
政
党
で
あ
っ
た
沖
縄
自
民
党
（
当
時
）
は
加
入
し
て
い
な

　
か
っ
た
。
集
会
参
加
者
の
動
員
は
こ
れ
ら
の
組
織
を
通
し
て
行
わ
れ
、
日
本
本
土

　
の
同
種
（
系
列
）
組
織
か
ら
の
参
加
者
も
あ
っ
た
。
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⑤
前
掲
ご
慧
鑓
鐵
参
照
。

⑥
復
帰
協
主
催
、
祖
国
復
帰
県
民
総
決
起
大
会
「
宣
言
」
よ
り
、
一
九
六
一
年
四

　
月
二
八
日
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
六
一
年
四
月
二
九
日
朝
刊
一
面
）
。

⑦
復
帰
協
主
催
、
祖
国
復
帰
県
民
総
決
起
大
会
「
総
理
大
臣
あ
て
沖
縄
の
施
政
権

　
即
時
日
本
返
還
に
関
す
る
請
願
決
議
（
概
要
）
」
よ
り
、
～
九
六
～
年
四
月
二
八

　
日
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
六
一
年
四
月
二
九
日
朝
刊
一
鎖
）
。

⑧
声
明
二
と
三
は
い
ず
れ
も
那
覇
市
で
開
催
さ
れ
た
集
会
で
採
択
さ
れ
、
参
加
者

　
は
そ
れ
ぞ
れ
約
五
千
人
、
七
万
入
で
あ
っ
た
。

⑨
復
帰
協
主
催
、
復
帰
協
代
表
団
報
告
県
民
大
会
「
沖
縄
訪
問
国
会
議
員
団
へ
の

　
要
請
決
議
要
旨
扁
よ
り
、
一
九
六
一
年
六
月
一
四
日
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
～
九
六
一

　
年
六
月
一
五
日
朝
刊
七
面
）
。

⑩
復
帰
協
主
催
、
祖
国
復
帰
県
民
総
決
起
大
会
「
施
政
権
の
即
時
日
本
返
還
に
関

　
す
る
要
請
決
議
」
よ
り
、
一
九
六
二
年
四
月
二
八
日
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
六
二

　
年
四
月
二
九
日
朝
刊
｝
面
）
。

⑪
「
”
沖
縄
県
”
の
呼
称
徹
底
復
帰
協
総
会
二
十
八
日
総
決
起
大
会
」
沖
縄

　
タ
イ
ム
ス
一
九
六
二
年
四
月
～
四
日
朝
刊
七
面
。

⑫
沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
記
事
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
こ
の
宣
言
に
言
及
し
た
政
治
集
会

　
は
｝
九
六
～
年
一
〇
月
、
｝
九
六
三
年
四
月
、
～
九
六
四
年
四
月
、
同
年
一
〇
月

　
と
、
ほ
ぼ
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

⑬
沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
記
事
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
米
軍
の
沖
縄
統
治
を
ア
ジ
ア
の
脅

　
威
と
な
る
凝
し
い
軍
事
的
植
畏
地
主
義
と
結
び
つ
け
た
政
治
集
会
は
一
九
六
〇
年

　
～
月
、
一
九
六
三
年
四
月
、
一
九
六
四
年
四
月
、
一
九
六
五
年
四
月
、
一
九
六
六

　
年
四
月
、
一
九
六
七
年
＝
月
、
一
九
六
八
年
二
月
、
同
年
四
月
、
一
九
六
九
年

　
四
月
、
同
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
代
に
一
般
化
し
た
フ
レ
ー
ム
の

　
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑭
日
本
原
水
協
が
一
九
五
五
年
に
結
成
さ
れ
た
後
、
一
九
五
八
年
に
沖
縄
原
水
協

　
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
構
成
組
織
の
ほ
と
ん
ど
が
復
帰
協
の
構
成
組
織
で
も
あ
っ
た

　
（
「
原
水
協
　
復
帰
協
　
赤
字
に
追
わ
れ
や
り
く
り
運
営
」
沖
縄
タ
イ
ム
ス
～
九

　
山
ハ
ニ
炉
牛
六
月
二
一
二
日
朝
刊
一
二
頂
）
。

⑮
南
方
同
胞
援
護
会
編
『
沖
縄
復
帰
の
記
録
腕
南
方
岡
胞
援
護
会
、
一
九
七
二
年
、

　
一
四
八
1
～
五
～
頁
。

⑯
海
上
集
会
は
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
｝
九
七
〇
年

　
に
は
人
民
党
（
現
日
本
共
産
党
沖
縄
県
委
員
会
）
系
組
織
が
復
帰
協
か
ら
分
裂
し

　
た
形
で
、
焚
火
大
会
・
海
上
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。

⑰
船
上
で
の
集
会
に
参
加
し
た
関
係
者
は
三
八
名
で
あ
っ
た
。

⑱
復
帰
協
主
催
、
二
十
七
度
線
上
海
上
集
会
「
二
七
度
線
上
に
お
け
る
復
帰
貫
徹

　
ア
ピ
ー
ル
扁
よ
り
、
一
九
六
四
年
四
月
二
八
日
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
六
四
年
四

　
月
二
八
日
夕
刊
一
面
）
。

⑲
平
目
武
真
栄
復
帰
協
会
長
（
当
時
）
の
発
言
（
「
点
か
ら
線
の
運
動
へ
復
帰

　
問
題
　
喜
屋
武
会
長
に
聞
く
」
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
六
六
年
四
月
二
八
日
朝
刊
三

　
爾
）
。

⑳
米
軍
統
治
に
よ
る
抑
圧
さ
れ
た
領
域
に
対
し
て
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
復
帰
運
動

　
の
空
間
的
広
が
り
を
創
出
す
る
よ
う
な
行
為
を
「
（
地
理
的
）
ス
ケ
ー
ル
の
政

　
治
」
と
い
う
（
山
崎
孝
史
「
グ
ロ
ー
バ
ル
あ
る
い
は
ロ
ー
カ
ル
な
ス
ケ
ー
ル
と
政

　
治
」
、
水
内
俊
雄
編
『
空
間
の
政
治
地
理
』
朝
倉
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
二
四
一

　
四
四
頁
参
照
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
四
月
二
八
日
の
諸
集
会
は
行
事
化
し
て
い
る

　
と
い
う
批
判
も
受
け
、
復
帰
協
、
人
民
党
系
組
織
、
さ
ら
に
日
本
本
土
組
織
の
間

　
で
の
運
動
理
念
を
め
ぐ
る
確
執
の
影
響
を
被
り
が
ち
で
あ
っ
た
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス

　
　
九
⊥
ハ
⊥
丁
年
四
月
～
m
閏
日
朝
刊
｝
二
面
）
。

⑳
声
明
五
、
六
に
関
連
す
る
集
会
は
那
覇
市
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

　
約
一
〇
万
入
、
一
万
二
千
人
で
あ
っ
た
。

⑳
　
復
帰
協
主
催
、
即
時
無
条
件
返
還
要
求
県
民
総
決
起
大
会
「
宣
言
」
よ
り
、
一

　
九
六
七
年
一
一
月
二
日
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
六
七
年
一
一
月
三
B
朝
刊
一
面
）
。

⑬
　
復
帰
協
主
催
、
沖
縄
返
還
要
求
国
民
大
会
「
沖
縄
の
即
時
無
条
件
全
面
返
還
要
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求
決
議
（
要
旨
）
」
よ
り
、
～
九
六
八
年
二
月
六
日
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
六
八

　
年
二
月
七
日
朝
刊
一
面
）
。

⑳
沖
縄
に
お
け
る
集
合
行
為
イ
ベ
ン
ト
数
は
　
九
六
〇
年
か
ら
七
一
年
ま
で
ほ
ぼ

　
～
費
し
た
増
加
基
調
に
あ
っ
た
（
前
掲
山
野
a
、
一
五
頁
、
図
2
・
5
）
。
動
員

　
力
も
衰
え
て
お
ら
ず
、
声
明
七
に
関
わ
る
那
覇
市
で
の
集
会
の
参
加
者
は
約
六
万

　
人
で
あ
っ
た
。

⑮
　
復
帰
協
に
よ
る
十
一
・
一
〇
ゼ
ネ
ス
ト
「
返
還
」
協
定
批
准
反
対
決
議
よ
り
、

　
一
九
七
一
年
十
一
月
一
〇
日
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
皿
九
七
～
年
十
皿
月
十
～
日
朝
刊

　
二
面
）
。

⑳
　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
記
事
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
「
完
全
復
帰
」
と
い
う
用
語
は
一

　
九
五
〇
年
代
初
め
の
復
帰
運
動
の
中
で
初
出
す
る
。
こ
の
用
語
は
一
九
七
〇
年
四

　
月
二
八
日
の
復
帰
集
会
で
再
度
用
い
ら
れ
た
後
、
｝
九
七
二
年
五
月
【
七
日
ま
で

　
政
治
集
会
の
中
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
「
安
保
復
帰
」
と
い
う
周
語

　
は
デ
ー
タ
と
し
て
収
集
さ
れ
た
政
治
集
会
で
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
記
事
の
見

　
出
し
に
現
れ
る
（
例
え
ば
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
七
〇
年
六
月
一
九
日
朝
刊
三

　
面
）
。

⑳
　
こ
の
集
会
は
那
覇
市
で
開
催
さ
れ
参
加
者
は
約
　
万
三
千
人
で
あ
っ
た
。
主
催

　
者
の
県
労
協
と
沖
縄
教
職
員
組
合
は
復
帰
協
の
主
要
構
成
組
織
で
あ
っ
た
。

鰺
　
県
労
協
・
沖
縄
県
教
職
員
組
合
主
催
、
通
貨
闘
争
三
・
七
統
｝
ス
ト
総
括
大
会

六
　
む

す

び

　
「
県
民
無
視
の
沖
縄
処
分
「
復
帰
」
に
反
対
し
「
完
全
復
帰
」
を
要
求
す
る
決
議

　
（
要
旨
）
」
よ
り
、
一
九
七
二
年
三
月
七
日
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
七
二
年
三
月

　
八
日
朝
刊
一
面
）
。

⑳
沖
縄
戦
を
め
ぐ
る
集
合
的
記
憶
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。

⑳
　
こ
れ
は
集
合
行
為
の
ロ
ー
カ
ル
化
と
し
て
定
量
的
に
把
握
さ
れ
る
。
復
帰
前
に

　
は
中
心
都
市
で
あ
る
那
覇
市
や
コ
ザ
市
、
焚
火
大
会
・
海
上
集
会
が
開
か
れ
た
国

　
頭
村
に
集
合
行
為
イ
ベ
ン
ト
が
集
中
し
た
が
、
復
帰
後
は
各
基
地
周
辺
に
拡
散
し

　
て
い
く
。
同
時
に
革
新
政
党
・
事
体
の
分
裂
か
ら
単
位
イ
ベ
ン
ト
あ
た
り
の
参
加

　
者
の
規
模
も
著
し
く
減
少
す
る
（
前
掲
由
崎
a
、
二
二
i
二
四
頁
、
表
3
・
1
）
。

⑳
　
参
加
者
は
約
二
万
五
千
人
。

⑫
　
復
帰
十
年
沖
縄
嗣
争
県
民
会
議
主
催
、
復
帰
十
年
・
平
和
な
島
を
つ
く
る
五
・

　
一
五
総
行
動
「
復
帰
一
〇
年
・
沖
縄
ア
ピ
ー
ル
」
よ
り
、
一
九
八
二
年
五
月
一
五

　
日
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
八
二
年
五
月
＝
ハ
日
朝
刊
二
面
）
。

⑳
　
参
加
者
は
約
六
千
人
。

⑭
　
県
労
協
ほ
か
主
催
、
バ
リ
ア
ー
基
地
建
設
に
反
対
す
る
三
・
三
県
民
総
決
起
大

　
会
「
バ
リ
ア
ー
基
地
建
設
に
反
対
す
る
決
議
扁
よ
り
、
　
九
八
九
年
三
月
三
日

　
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
八
九
年
三
月
四
日
朝
刊
二
面
）
。

⑳
　
例
え
ば
、
浦
島
悦
子
魍
辺
野
古
　
海
の
た
た
か
い
睡
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
二

　
〇
〇
五
年
。

　
本
稿
は
第
二
章
で
、
ま
ず
「
国
境
や
領
土
（
の
変
化
）
は
社
会
集
団
の
集
合
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
そ
れ
に
基
づ
く
政
治
行
動
と
ど
の

よ
う
に
関
わ
る
の
か
」
と
い
う
研
究
課
題
を
設
定
し
た
。
そ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
本
稿
は
、
沖
縄
に
お
け
る
一
九
五
〇
年
代
の
土
地
闘
争
、

一
九
六
〇
年
代
に
本
格
化
す
る
復
帰
運
動
、
そ
し
て
復
帰
後
の
反
基
地
闘
争
を
対
象
に
、
運
動
の
フ
レ
ー
ム
や
そ
こ
に
含
意
さ
れ
る
領
土
、
民
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族
、
あ
る
い
は
集
合
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
変
遷
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
沖
縄
の
日
本
か
ら
の
領
土
的
分

離
が
、
米
軍
統
治
に
対
す
る
沖
縄
住
民
の
日
本
人
と
し
て
の
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
領
土
防
衛
と
い
う
意
識
を
喚
起
さ
せ
、
国
民
国
家

（
民
族
と
領
土
）
の
整
合
性
を
訴
え
る
復
帰
運
動
へ
と
展
開
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
復
帰
運
動
は
日
米
両
国
政
府
の
対

沖
縄
政
策
の
真
意
を
知
る
に
つ
れ
、
よ
り
左
翼
的
な
反
戦
平
和
運
動
へ
と
性
格
を
変
化
さ
せ
て
い
く
。
こ
の
過
程
で
、
擬
似
的
国
境
や
領
土
は

運
動
に
と
っ
て
の
象
徴
的
役
割
を
担
い
つ
つ
も
、
国
民
圏
家
へ
の
再
統
合
と
い
う
願
望
は
、
保
守
的
日
本
政
府
に
対
す
る
不
信
感
と
緊
張
関
係

を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
【
九
七
二
年
の
米
軍
基
地
を
存
続
さ
せ
た
ま
ま
の
「
不
完
全
」
復
帰
は
、
左
傾
化
し
た
復
帰
運
動
の
挫
折
で
あ
る
と
同

時
に
、
三
民
国
家
へ
の
抵
抗
を
再
構
成
す
る
モ
メ
ン
ト
と
も
な
り
、
復
帰
後
に
沖
縄
と
い
う
領
域
と
社
会
の
固
有
性
を
「
再
発
見
」
し
、
そ
れ

を
動
員
す
る
新
た
な
反
基
地
闘
争
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
次
に
、
以
上
の
よ
う
な
「
国
境
や
領
土
と
政
治
行
動
と
の
関
係
性
が
も
た
ら
す
政
治
社
会
的
結
果
や
意
味
を
ど
う
理
解
・
評
価
す
る
の
か
」

と
い
う
課
題
に
答
え
た
い
。
本
稿
は
第
一
の
課
題
を
通
し
て
フ
レ
ー
ム
構
築
と
闘
争
の
文
脈
と
の
関
係
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
各
々
の
闘

争
の
局
面
で
優
位
と
な
る
フ
レ
ー
ム
は
、
運
動
の
拡
大
や
動
員
の
増
大
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
い
た
と
言
え
る
。
た
と
え
ば
、
領
土
フ
レ
ー
ム
が
多

用
さ
れ
た
一
九
五
六
年
の
土
地
闘
争
は
政
治
的
党
派
を
超
え
て
多
く
の
参
加
者
を
動
員
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
が
、
経
済
的
制
裁
に
起
因
す
る

運
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
分
裂
は
領
土
フ
レ
ー
ム
の
後
退
を
意
拙
し
た
。
保
守
的
日
本
政
府
と
の
対
抗
を
主
張
し
た
復
帰
運
動
で
は
、
反
戦
平

和
主
義
者
と
し
て
の
沖
縄
住
民
が
標
榜
さ
れ
、
領
土
フ
レ
ー
ム
も
形
式
化
す
る
。
し
か
し
、
復
帰
運
動
の
左
傾
化
は
の
ち
に
「
六
八
年
体
制
」

と
呼
ば
れ
る
沖
縄
県
政
の
革
新
陣
営
の
基
礎
を
形
成
し
、
革
新
系
の
公
選
主
席
と
初
代
沖
縄
県
知
事
を
選
出
す
る
ほ
ど
の
政
治
的
結
果
を
も
た

ら
す
。
復
帰
は
沖
縄
の
日
本
本
土
へ
の
従
属
を
加
速
さ
せ
る
が
、
第
五
章
で
見
た
よ
う
に
、
沖
縄
に
米
軍
基
地
の
負
荷
を
課
す
る
日
米
安
全
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

障
体
制
へ
の
怒
り
は
、
運
動
の
中
で
日
本
と
は
異
な
る
特
徴
を
も
つ
領
域
と
し
て
沖
縄
を
表
象
し
て
い
く
。
拙
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
復
帰

後
の
反
基
地
闘
争
は
革
新
陣
営
の
分
裂
と
あ
い
ま
っ
て
局
地
化
・
小
規
模
化
し
て
い
く
が
、
そ
う
し
た
ロ
ー
カ
ル
な
闘
争
で
は
基
地
問
題
を
抱

え
る
個
々
の
場
所
の
文
化
や
環
境
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
保
全
が
主
張
さ
れ
て
い
く
。
本
稿
で
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
日
の
沖
縄
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②

の
反
基
地
闘
争
で
は
、
そ
う
し
た
「
場
所
に
根
ざ
し
た
」
抵
抗
運
動
と
し
て
の
性
質
が
強
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
政
治
行
動
、
特
に
社
会
運
動
で
は
問
題
と
な
る
境
界
や
領
域
の
性
質
が
運
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
形
態
を
方
向
付
け
て
い
く

と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
そ
う
し
た
空
間
的
要
素
と
政
治
行
動
と
を
ど
う
有
機
的
・
効
果
的
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
、
抵

抗
、
動
員
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
制
御
と
い
っ
た
行
動
の
目
標
を
達
成
す
る
上
で
一
つ
の
重
要
な
鍵
と
な
る
と
指
摘
で
き
る
。

①
前
掲
山
隠
a
、
二
二
⊥
西
頁
、
表
3
・
1

②
政
治
地
理
学
で
は
場
所
の
特
性
に
根
ざ
し
た
政
治
行
動
や
政
治
的
動
態
は
「
場

　
所
の
政
治
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
由
暗
孝
史
「
英
語
圏
政
治
地
理
学
の
争
点
」
人
文

　
地
理
五
三
一
六
、
二
〇
〇
一
年
、
二
四
一
四
七
頁
参
照
。

〈
付
記
〉
　
本
稿
は
平
成
一
五
・
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
）

（
2
）
）
「
戦
後
沖
縄
に
お
け
る
社
会
運
動
と
投
票
行
動
の
関
係
性
に
関
す
る
政
治
地

理
学
的
研
究
扁
（
研
究
代
表
者
山
崎
孝
史
、
課
題
番
号
一
五
五
二
〇
五
〇
五
）
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

戦後沖縄の境界・領域と政治行動（山峙）
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Boundary，　Territory，　and　Political　Behavior　in　Postwar　Okinawa：

Territorial　Separation／lntegration　and　the　Ideologies　of　Struggles

by

YAMAZAKI　Takashi

　　This　paper　explores　how　the　drawing　of　boundaries　or　the　demarcation　of　terri－

tories　affected　the　construcSion　and　politicization　of　collective　idengty　by　investi－

gating　the　case　of　postwar　Okinawa　in　relation　to　the　Japanese　nation－state．　After

the　Battle　of　Ol〈inawa　in　1945，　U．S．　n曲tary　forces　occupied　and　governed　Okina－

wa　uRtil　it　reverted　to　Japan　in　1972．　Even　after　reversion，　the　heavy　U．S．　milit－

ary　presence　remained　intact　and　continues　to　be　the　cause　of　anti－U．S．一base

struggles　by　Okinawans　today．　Using　the　data　of　rally　statements　against　the　milit－

ary　presence　and　employing　the　frame　approach，　this　paper　analyzes　the　discur－

sive　appropriation／abandonment　of　the　concepts　of　territory　in　the　process　of　con－

structing　movement　ideologies　and　protest　identities．　The　political　representagon

of　territory　and　cokective　identity　such　as　nationality　and　ethnicity　by　raNy　orga－

nizers　had　various　modes　accor（㎞g　to　the　s歴ts　in　the　po趾ico－territorial　re至ation－

ship　of　Oldnawa　to　Japan　and　the　U．S．　The　choice　of　a　panicular　mode　of

tenitoriaYidentity　representation　was　movement　tactics　by　rally　organizers　who

attempted　to　mobtaze　the　public．　Some　important　aspects　of　the　dynamic　interac－

tion　between　boundary／territorial　shifts　and　ideagonal　movement　tactics　are　pre－

sented．
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